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は
じ
め
に
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本
稿
は
、
・
白
地
手
形
に
関
す
る
研
究
の
一
環
と
し
て
、
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
」
を
分
析

す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
「
明
治
二
三
年
商
法
（
以
下
、
「
旧
商
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た

経
緯
」
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
四
月
、
太
政
官
法
制
部
主
管
参
議
・
山
田
顕
義
は
、
外
務
省
顧
問
ド
イ
ツ
人
ヘ
ル

マ
ン
・
ロ
ェ
ス
レ
ル
（
わ
包

E
o
E各
国
2
s
g口
問
。

g
－2・
5
2
l民
主
（
日
本
滞
在
期
閉
店
誌
l
H
S設
に
対
し
て
商
法
典
の
起

（

2
）
 

草
を
命
じ
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
月
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
商
法
草
案
全
編
を
脱
稿
し
た
。
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
の
構
成
は
、

総
則
、
第
一
一
編
「
商
ヒ
一
般
ノ
事
」
、
第
二
編
「
海
商
」
、
第
三
編
「
倒
産
」
、
第
四
編
「
商
事
ニ
係
ル
争
論
」
の
編
別
で
、
全
一
一

三
三
条
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
編
「
商
ヒ
一
般
ノ
事
」
第
一
二
巻
「
矯
替
手
形
及
支
払
切
手
」
の
第
七
六

一
条
か
ら
第
八
八
七
条
ま
で
の
全
一
二
七
条
が
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
そ
の
第
七
八
二
条
に
は
、
白
地
手
形
に
関

す
る
明
文
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
を
修
正
す
る
形
で
成
立
し
た
旧
商
法
（
明
治
二
三
年
）
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す

る
規
定
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
新
商
法
（
明
治
三
二
年
）
に
お
い
て
も
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
白
地
手
形
の
効
力
は
、
新
商
法
（
明
治
三
二
年
）
第
四
編
「
手
形
」
の
時
代
に
、
商
慣

（

3
）
 

習
法
に
基
づ
い
て
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
我
が
国
の
学
界
で
は
、
（
1
）
「
ロ
ェ
ス
レ
ル

商
法
草
案
の
白
地
手
形
規
定
」
、
（
2
）
「
法
律
取
調
委
員
会
に
よ
る
白
地
手
形
規
定
の
審
議
」
、
（
3
）
「
旧
商
法
に
よ
る
白
地
手
形
規

定
の
削
除
の
経
緯
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
元
来
、
白
地
手
形
は
商

取
引
の
実
際
上
の
必
要
に
基
づ
い
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
点
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、
法
史
学
的
な



興
味
に
加
え
て
、
我
が
国
に
お
け
る
白
地
手
形
の
法
的
承
認
の
過
程
を
検
証
す
る
う
え
で
、
そ
の
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
基
礎
的
作
業

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
初
め
に
、
比
較
法
的
な
観
点
か
ら
、
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
白

地
手
形
に
関
す
る
規
定
」
を
分
析
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
（
二
）
。
続
い
て
、
立
法
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
「
法
律
取

調
員
会
に
よ
る
白
地
手
形
規
定
の
審
議
」
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
「
旧
商
法
に
よ
る
白
地
手
形
規
定
の
削
除
の
過
程
」
を
明
ら
か

に
す
る
（
三
）
。
最
後
に
、
当
時
の
手
形
取
引
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
「
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
旧
商
法
か
ら
削
除
さ
れ
た
経

緯
」
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
（
四
）
。

商法典の編纂と白地手形規定

（1
）
本
稿
で
は
、
彼
の
名
を
商
法
草
案
翻
訳
書
に
お
い
て
起
稿
者
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
」
と
表
記
す
る
（
参
照
・

後
掲
（
2
）
）
。
な
お
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
そ
の
人
に
つ
い
て
は
、

J
・ジ
l
メ
ス
H

本
間
英
世
訳
・
日
本
国
家
の
近
代
化
と
ロ
ェ
ス
ラ
l

（未

来
社
、
昭
和
四
五
年
）
一
五
頁
以
下
。

（2
）
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
稿
商
法
草
案
上
下
巻
（
司
法
省
（
新
青
出
版
、
平
成
七
年
復
刻
）
）
。
何
回
件
当
日
向
。
宮

g
国

g島
巴
ω
ー
の
2
2
N
a

tc。
v
g
B一
吉
岡
話
回
目
芹
わ
。
B
B
Oロ
gFω
回
全
Y
1
『。

w
g
H∞∞品（
Z
o
g円四円己’一《
M
W
S句。
）
・

（3
）
大
判
大
正
一

O
年一

O
月
一
日
民
録
二
七
輯
二
ハ
八
六
頁
、
大
判
大
正
一
五
年
一

O
月
一
八
日
法
律
評
論
一
六
巻
商
法
一
五
五
頁
、

大
判
大
正
一
五
年
一
二
月
一
六
日
民
集
五
巻
一
二
号
八
四
一
頁
、
田
中
耕
太
郎
・
手
形
法
概
論
（
有
斐
閣
、
昭
和
五
年
）
二
八
O
頁、

同
・
手
形
法
小
切
手
法
概
論
（
有
斐
閣
、
昭
和
一

O
年
）
三
O
六
頁
、
升
本
喜
兵
衛
・
手
形
小
切
手
法
論
（
巌
松
堂
、
昭
和
一
八
年
）
一

三
二
頁
、
納
富
義
光
・
手
形
法
小
切
手
法
論
（
有
斐
閥
、
昭
和
一
六
年
）
二
五
四
頁
、
伊
津
孝
平
・
手
形
法
・
小
切
手
法
（
有
斐
閣
、
昭

和
二
四
年
）
三
五
五
頁
、
鈴
木
竹
雄
（
前
田
庸
補
訂
）
・
手
形
法
・
小
切
手
法
〔
新
版
〕
（
有
斐
閣
、
平
成
四
年
）
一
一
一
一
一
頁
、
石
井
照
久

（
鴻
常
夫
増
補
）
・
手
形
法
小
切
手
法
（
勤
草
書
房
、
昭
和
四
七
年
）
一
八
四
頁
。
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（ー）

口
工
ス
レ
ル
商
法
草
案
第
七
八
ニ
条

前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
四
月
に
、
外
務
省
顧
問
ヘ
ル
マ
ン
・
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
商
法
草
案
の
起
草
に
着

手
し
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
一
月
に
商
法
草
案
全
編
を
脱
稿
し
た
。
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
オ
ラ
ン

ダ
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
各
国
の
商
法
典
の
ほ
か
、
英
米
法
の
判
例
・
学
説
を
参
照
し
、
彼
自
身
の
独
創
を
も
加
え
て
独
自

（

4
）

（

5
）
 

の
商
法
草
案
を
完
成
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
は
比
較
法
に
よ
る
産
物
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の

点
は
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
・
ド
イ
ツ
法
・
英
米
法
の
ほ
か
、

ア
ン
ト
ワ
l
プ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
商
法
会
議
を
も
参
照
し
、
自
己
の
理
論
を
も
っ
て
、
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
条
文
を
起
草
し

（

6
）
 

た
。
た
だ
し
、
本
稿
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
「
白
地
手
形
」
と
の
関
係
で
い
う
と
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
白
地
手
形
規

定
に
つ
い
て
は
、
特
に
ド
イ
ツ
法
の
影
響
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
で
は
、
そ
の
第
七
八
二
条
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
た
。

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
第
七
百
八
十
二
候

（

7
）
 

「
他
梯
矯
替
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
悪
意
ナ
ク
之
ニ
填
記
ス
ル
ヲ
得
可
シ
」

こ
の
条
文
に
関
す
る
ロ
ェ
ス
レ
ル
の
解
説
を
検
討
す
る
前
に
、
条
文
上
の
言
葉
の
意
味
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
「
他
梯
矯

替
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
為
替
手
形
」
の
こ
と
で
あ
り
、
他
方
、
「
填
記
」
と
は
「
補
充
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

一
見
す
る
と
、
こ
の
条
文
は
何
を
定
め
て
い
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
厳
密
に
分
析
す
る
な



ら
ば
、
右
の
条
文
は
当
時
ド
イ
ツ
で
認
め
ら
れ
て
い
た
白
地
手
形
の
判
例
法
に
対
応
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
こ
と
が
分
か

（

8
）
 

る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
以
下
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
法
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、
ロ
ェ
ス

（

9
）
 

レ
ル
の
解
説
を
分
析
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

川
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
第
七
八
二
条
に
関
す
る
解
説
の
冒
頭
で
、
白
地
手
形
の
概
念
を
定
義
す
る
と
と
も
に
、
白
地
手
形
の
有
効

（

m）
 

性
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

口
ェ
ス
レ
ル
に
よ
る
解
説
と
そ
の
分
析

商法典の編纂と白地手形規定

「
白
地
で
の
手
形
の
振
出
の
も
と
で
、
手
形
へ
の
空
白
箇
所
の
か
か
る
補
充
が
後
の
所
持
人
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思
表
示
の

内
容
す
な
わ
ち
署
名
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
る
債
務
負
担
自
体
の
内
容
を
記
入
す
る
こ
と
な
く
、
内
容
の
な
い
署
名
を
与
え
る
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
「
白
地
の
振
出
は
、
完
全
な
振
出
と
全
く
同
様
に
、
義
務
を
負
担
さ
せ
る
』
と
い
う
こ
と
は
今
や
手
形
法
の
承
認
さ
れ
た
原
則

で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
『
手
形
が
そ
の
完
全
な
形
式
を
獲
得
す
る
時
期
ば
か
り
で
な
く
、
内
容
を
実
際
に
記
入
す
る
人
物
も
重
要
で
は
な

い
』
と
い
う
こ
と
が
推
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
容
を
記
入
す
る
人
物
が
重
要
で
は
な
い
こ
と
は
、
さ
ら
に
署
名
自
体
に
も
拡
大
さ

れ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
振
出
人
又
は
引
受
人
な
ど
の
署
名
が
彼
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
同
意
を
得
て
別
の
人
物
に
よ

っ
て
書
か
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
署
名
は
あ
た
か
も
そ
れ
を
振
出
人
自
身
が
書
い
た
か
の
よ
う
に
義
務
を
負
担
さ
せ
て
い
る
。
商
法
雑
誌
一

三
巻
二
六

O
頁
。
同
じ
や
り
方
で
且
つ
全
く
同
じ
効
力
を
も
っ
て
、
引
受
、
裏
書
及
び
そ
の
他
の
す
べ
て
の
手
形
上
の
表
示
も
白
地
で
与
え

ら
れ
う
る
。
」

（日）

当
時
の
ド
イ
ツ
の
文
献
を
調
べ
て
も
、
白
地
手
形
の
概
念
を
定
義
し
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
ロ
ェ
ス
レ
ル

は
、
第
七
八
二
条
の
解
説
の
冒
頭
で
、
白
地
手
形
の
概
念
を
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
白
地
手
形
が
馴

471 



染
み
の
な
い
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
「
白
地
手
形
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
か
」
を
日
本
人
に
示
す
た
め
に
、
解
説
の
冒
頭
で
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白
地
手
形
の
概
念
を
定
義
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

白
地
手
形
の
定
義
の
後
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
判
例
に
よ
っ
て
白
地
手
形
の
効
力
が
承
認
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
白
地
手
形
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
推
論
さ
れ
る
二
つ
の
事
柄
、
①
「
手

形
が
そ
の
完
全
な
形
式
を
獲
得
す
る
時
期
が
重
要
で
は
な
い
こ
と
」
、
お
よ
び
、
②
「
内
容
を
記
入
す
る
人
物
も
重
要
で
は
な
い
こ

（ロ）

と
」
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
上
記
②
「
内
容
を
記
入
す
る
人
物
も
重
要
で
は
な
い
こ
と
」
に
関
連
し
て
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
署
の
代

（日）

行
」
の
有
効
性
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
手
形
行
為
の
無
権
代
理
」
に
関
す
る
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
第
七
六
五
条
の
註
釈

の
中
で
、
彼
は
「
受
任
者
が
手
形
上
に
彼
自
身
の
署
名
を
す
る
の
で
は
な
く
、
委
任
者
の
署
名
を
す
る
場
合
に
は
、
実
際
の
委
任
が

存
在
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
委
任
者
は
責
任
を
負
う
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
き
は
、
署
名
は
偽
造
さ
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ

（

M
）
 

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
、
「
自
署
の
代
行
」
を
有
効
な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
白
地
手
形
の
箇
所
で
、
も
う
一
度
こ
れ
を
確

認
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
、
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
（
商
法
雑
誌
一
三
巻
二
六
O
頁
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
最
上
級
・
上
告

（日）

裁
判
所
一
八
六
七
年
三
月
二

O
日
判
決
で
あ
り
、
こ
の
判
決
で
は
、
「
自
署
の
代
行
」
の
有
効
性
を
正
面
か
ら
肯
定
し
て
い
る
。

白
地
振
出
の
ほ
か
に
、
白
地
引
受
、
白
地
裏
書
、
白
地
保
証
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
実
務
で
は
、
す
で
に
承

（日）

認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(2) 

（口）

ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
白
地
手
形
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、

続
い
て
、

「
ど
の
程
度
が
手
形
上
で
白
地
の
ま
ま
に
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
ど
の
程
度
が
振
出
人
な
ど
自
身
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
る
の
か
は
全
く

重
要
で
は
な
い
。
振
出
人
が
完
全
に
白
地
の
手
形
用
紙
に
署
名
す
る
場
合
に
は
、
金
額
、
満
期
、
支
払
地
、
支
払
人
の
名
称
も
所
持
人
に
よ



っ
て
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
記
入
さ
れ
う
る
。
た
と
え
誰
か
あ
る
人
が
白
紙
上
に
彼
の
署
名
だ
け
を
書
い
た
と
し
て
も
、
白
紙
の
所
持
人
は
、

例
え
ば
金
額
ま
た
は
受
取
人
の
名
称
な
ど
だ
け
が
白
地
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
場
合
と
同
様
の
補
充
権
能
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
署
名
者
が
そ
れ
と
同
時
に
手
形
を
作
り
出
す
こ
と
を
欲
し
た
場
合
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
が
。
こ
の
最
後
の
要
件
が
欠
け
て
い

る
場
合
に
は
、
署
名
者
に
対
し
て
手
形
上
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
手
形
は
署
名
者
と
の
関
係
で

は
偽
造
さ
れ
た
手
形
で
あ
っ
て
、
第
七
七
O
条
が
｜
｜
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
生
じ
た
諸
々
の
義
務
負
担
は
偽
造
に
よ
っ
て
関
わ
り
を
持

た
れ
な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
ら
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
生
み
出
さ
れ
え
な
い
。

l
l用
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら

で
あ
る
。
『
誰
も
自
分
の
意
思
に
反
し
て
契
約
に
よ
っ
て
義
務
を
負
わ
さ
れ
な
い
』
と
い
う
一
般
原
則
は
、
ま
た
手
形
法
で
も
維
持
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

右
の
解
説
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
白
地
手
形
の
成
立
に
関
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
主
観
説
」
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
白
地
手
形
の
有
効
性
の
根
拠
を
「
白
地
手
形
の
署
名
者
の
意
思
」
に
求
め
て
お

り
、
そ
れ
故
に
、
白
地
手
形
の
振
出
人
が
補
充
後
の
完
成
手
形
に
つ
い
て
債
務
負
担
の
意
思
を
有
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
金
額
・
満

期
・
支
払
地
・
支
払
人
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
白
地
手
形
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

商法典の編纂と白地手形規定

な
「
主
観
説
」
の
理
論
的
な
帰
結
と
し
て
、
「
誰
も
自
分
の
意
思
に
反
し
て
契
約
に
よ
っ
て
義
務
を
負
わ
さ
れ
な
い
」
と
い
う
一
般

原
則
が
白
地
手
形
に
つ
い
て
も
妥
当
し
、
白
地
手
形
の
署
名
者
に
債
務
負
担
の
意
思
が
な
け
れ
ば
、
補
充
後
の
完
成
手
形
に
つ
い
て
、

手
形
債
務
負
担
と
呼
べ
る
も
の
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
条
文
は
、

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
第
七
七

O
条
「
僑
造
又
ハ
費
造
ノ
潟
替
ハ
矯
替
タ

ル
ノ
効
力
ア
リ
然
レ
居
既
ニ
生
シ
タ
ル
義
務
ハ
僑
造
又
ハ
嬰
造
ノ
潟
メ
ニ
嬰
ス
ル

1
無
シ
其
僑
造
又
ハ
繊
先
進
ニ
封
ス
ル
異
議
ハ
何
人
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ヲ
論
セ
ス
其
情
ヲ
知
テ
行
用
セ
ン
ト
ス
ル
者
ニ
封
シ
之
ヲ
申
立
ツ
ル

1
ヲ
得
可
シ
」
と
い
う
条
文
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
こ
れ
は
、



12) 

偽
造
・
変
造
手
形
の
形
式
的
有
効
性
と
と
も
に
、
偽
造
・
変
造
の
抗
弁
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
で
あ
ろ
う
D

川
以
上
の
よ
う
な
白
地
手
形
の
本
質
に
関
す
る
理
解
を
踏
ま
え
て
、

（日）

充
の
抗
弁
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、

474 

ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
契
約
違
反
の
補
充
の
抗
弁
（
H
不
当
補
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「
白
地
手
形
を
与
え
る
こ
と
は
一
種
の
信
頼
行
為
で
あ
っ
て
、
た
と
え
受
領
者
に
無
限
定
か
つ
無
制
限
の
信
用
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
信
頼
行
為
の
基
礎
に
は
通
常
当
事
者
聞
に
何
ら
か
の
諸
々
の
取
り
決
め
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
信
頼
は

濫
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
取
り
決
め
と
矛
盾
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
あ
ら
ゆ
る
後
の
補
充
に
対
し
て
、
振
出
人
は
、
次
の

抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
間
違
っ
て
い
る
と
分
っ
て
い
な
が
ら
且
つ
不
誠
実
な
意
図
で
補
充
が
行
な
わ
れ
た
が
故

に
、
補
充
さ
れ
た
内
容
は
自
分
に
義
務
を
負
わ
せ
な
い
』
と
い
う
抗
弁
で
あ
る
。
第
三
者
す
な
わ
ち
後
の
所
持
人
に
対
し
て
、
彼
ら
が
取
り

決
め
に
関
与
し
な
い
か
ぎ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
抗
弁
は
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
が
手
形
の
受
領
の
際
に
そ
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
場
合
は
別
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
場
合
に
も
、
彼
ら
は
間
違
っ
て
い
る
と
分
っ
て
い
な
が
ら
行
動
し
て
お
り
、
も
は
や
善
意

で
行
動
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
彼
ら
自
身
が
白
地
を
補
充
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
手
形
が
彼
ら
の
手
に

渡
っ
た
時
に
白
地
が
す
で
に
補
充
さ
れ
て
い
た
の
か
は
重
要
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
手
形
上
の
す
べ
て
の
所
持
人
に
「
そ
の
全
内
容

は
、
何
時
そ
し
て
誰
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
か
は
ど
う
で
も
よ
く
、
法
律
に
適
っ
た
方
法
で
成
立
し
た
」
と
い
う
推
定
が
味
方
す
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
悪
意
の
抗
弁
（
田
口
調

g色
色

gσ
宏

2
2
m区
宮
ロ
ω）
を
主
張
す
る
者
が
こ
の
場
合
に
は
特
別
な
諸
事
情
を
明
ら
か

に
し
且
つ
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

契
約
違
反
の
補
充
の
抗
弁
に
関
す
る
ロ
ェ
ス
レ
ル
の
説
明
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
判
例
法
の
立
場
を
そ
の
ま
ま
祖
述
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
「
契
約
違
反
の
補
充
の
抗
弁
な
い
し
悪
意
の
抗
弁
（

2
8
Z
E
e－
巴
が
根
拠

づ
け
ら
れ
る
の
は
、
自
分
で
補
充
を
違
法
に
も
た
ら
す
受
領
者
、
契
約
違
反
に
関
与
し
た
受
領
者
、
す
で
に
補
充
さ
れ
た
完
成
手
形



の
取
得
の
際
に
信
頼
の
濫
用
を
知
っ
て
い
た
受
領
者
に
対
し
て
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
「
未
補
充
白
地
手
形
の
取

得
者
で
あ
っ
て
自
ら
善
意
で
白
地
を
補
充
し
た
者
お
よ
び
不
当
補
充
後
の
完
成
手
形
の
善
意
の
取
得
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
抗

（四）

弁
は
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
ド
イ
ツ
の
判
例
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
に
関
連
し
て
、
「
完
成
手
形
の
所
持
人
は
、
取
引
の
要
求
に
応
じ
て
訴
訟
上
有
利
な
立
場
に
あ
り
、
『
当
該
手
形
は
法
律
に
適
っ
た

（却）

方
法
で
成
立
し
た
』
と
い
う
推
定
を
受
け
る
た
め
、
む
し
ろ
、
請
求
さ
れ
た
手
形
債
務
者
は
、
ド
イ
ツ
手
形
条
例
第
八
二
条
の
範
囲

で
民
法
上
の

g
c
g
に
立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
、
手
形
請
求
権
に
対
す
る
抗
弁
（
悪
意
の
抗
弁
（

R
8
Z
E
e－
－
）
）
を
証
明
し
な

（幻）

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
、
す
で
に
ド
イ
ツ
の
判
例
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（抱）

凶
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
補
充
権
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
進
め
る
。
す
な
わ
ち
、

続
い
て
、

「
補
充
権
は
、
振
出
人
、
か
つ
て
の
所
持
人
ま
た
は
当
該
所
持
人
自
身
に
よ
っ
て
す
で
に
補
充
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
変
更
す
る
権
利
を

与
え
な
い
。
同
様
に
、
す
で
に
手
形
の
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
後
に
な
っ
て
任
意
に
付
け
加
え
る
こ
と
も
な
さ
れ
て
は
な
ら
な

い。」

商法典の編纂と白地手形規定

右
の
こ
と
は
｜
｜
「
補
充
権
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
｜
｜
至
極
当
然
で
あ
っ
て
、
も
は
や
多
言
を
要
し
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
補
充
さ
れ
た
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
手
形
の
中
に
記
載
さ
れ
た

内
容
に
対
し
て
後
に
任
意
に
付
け
加
え
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
補
充
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
お
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
か
か
る
逸

脱
は
「
変
造
」
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

同
白
地
手
形
の
補
充
に
関
連
し
て
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
振
出
人
と
支
払
人
と
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

（泊）

い
る
。
す
な
わ
ち
、
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「
同
様
に
、
白
地
手
形
の
補
充
に
よ
っ
て
為
替
契
約
上
の
人
々
を
恋
意
的
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
白
地
引
受
す
な
わ

ち
既
に
引
き
受
け
ら
れ
て
い
る
が
未
だ
振
出
人
の
署
名
を
備
え
て
い
な
い
手
形
用
紙
に
振
出
人
と
し
て
署
名
す
る
者
は
、
彼
の
署
名
は
そ
の

他
の
す
べ
て
の
関
係
で
は
彼
に
対
し
て
義
務
を
負
わ
せ
る
効
果
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
受
人
に
対
し
て
手
形
上
の
権

利
を
取
得
し
な
い
。
反
対
に
、
誰
か
あ
る
人
が
自
分
に
宛
て
ら
れ
て
い
な
い
手
形
用
紙
に
ー
ー
ー
そ
の
手
形
用
紙
上
に
は
支
払
人
の
名
称
は
記

載
さ
れ
ず
に
い
た
。
ー
ー
ー
支
払
人
と
し
て
署
名
し
た
な
ら
ば
、
彼
は
そ
れ
に
よ
っ
て
振
出
人
に
対
し
て
引
受
人
の
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
商
法
雑
誌
第
一
五
巻
九
七
頁
以
下
。
も
っ
と
も
、
第
三
者
、
と
り
わ
け
後
の
所
持
人
の
諸
権
利
は
、
そ
の
よ
う
な
暇

庇
（
富
MEmo－
）
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
当
事
者
間
で
い
わ
ば
陰
で
な
さ
れ
た
取
り
決
め
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
ら
は
手
形
の
形
式
的
性
質
に
よ
っ
て
手
形
が
単
に
存
在
す
る
こ
と
及
び
手
形
が
明
ら
か
に
形
式
に
適
っ
て
い
る
こ

と
を
拠
り
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
為
さ
れ
た
取
り
決
め
に
故
意
に
反
し
て
行
動
す
る
人
々
の
聞
に
お
い
て
の
み
事
情
が
異

な
る
。
彼
ら
は
そ
れ
に
よ
っ
て
諸
々
の
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
手
形
取
引
は
最
も
ひ
ど
い
濫
用
及
ぴ
詐
欺

に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
振
出
人
と
支
払
人
と
の
聞
に
は
委
任
及
び
資
金
の
契
約
上
の
関
係
が
存
在
し
、
こ
の
法
律
関
係
は
彼
ら
の
間
で

は
別
の
人
物
を
任
意
に
記
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

こ
の
部
分
に
関
す
る
ロ
ェ
ス
レ
ル
の
説
明
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
法
と
比
べ
て
、
か
な
り
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

（

M
）
 

す
で
に
別
稿
で
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
判
例
は
、
白
地
手
形
の
補
充
権
の
法
的
性
質
を
「
財
産
権
」
と
し
て
特
徴
づ

（お）

け
て
以
来
、
振
出
人
と
支
払
人
と
の
法
律
関
係
で
彼
ら
の
人
格
を
必
ず
し
も
重
視
し
て
い
な
い
。
白
地
手
形
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

純
粋
白
地
引
受
の
事
案
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
（
問
。
図
。
）
は
「
『
引
受
人
の
意
思
に
従
っ
て
、
受
領
者
は
彼
の
名

称
に
よ
っ
て
の
み
白
地
手
形
を
補
充
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
推
定
は
、
む
し
ろ
取
引
上
の
見
解
お
よ
び
慣
行
と
矛
盾



（部）

す
る
」
と
い
う
判
決
を
下
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（
問
。
）
が
「
引
受
人
に
対
す
る
手

形
債
権
は
、
白
地
手
形
の
補
充
が
受
領
者
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
な
い
場
合
：
・
（
中
略
）
：
・
に
も
、
手
形
証
券
の
占
有
お
よ
び
内

（訂）

容
に
よ
っ
て
手
形
債
権
者
と
し
て
の
資
格
が
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
発
生
す
る
」
と
い
う
判
決
を
下
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
白
地
手
形
に
お
い
て
振
出
人
と
支
払
人
の
人
格
を
重
視
し
て
お
り
、
彼
の
理
解
は
「
振
出
人

と
支
払
人
と
の
聞
に
は
委
任
及
び
資
金
の
契
約
上
の
関
係
が
存
在
し
、
こ
の
法
律
関
係
は
彼
ら
の
問
で
は
別
の
人
物
を
任
意
に
記
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
最
後
の
文
章
に
集
約
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
「
白
地

商法典の編纂と白地手形規定

手
形
に
お
い
て
も
、
振
出
人
と
支
払
人
と
の
法
律
関
係
（
H
委
任
及
び
資
金
の
契
約
上
の
関
係
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
が
重
視
さ

れ
る
か
ら
、
彼
ら
の
間
で
は
別
の
人
物
が
振
出
人
な
い
し
支
払
人
と
し
て
記
入
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、

他
方
で
、
手
形
取
引
の
安
全
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
白
地
手
形
の
補
充
に
よ
り
、
彼
ら
と
は
別
の
人
物
が
振

出
人
な
い
し
支
払
人
と
し
て
記
入
さ
れ
た
場
合
に
は
、
手
形
取
引
の
安
全
の
見
地
か
ら
、
善
意
の
第
三
者
に
対
し
て
は
手
形
に
記
載

さ
れ
た
文
言
ど
お
り
の
権
利
の
取
得
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
彼
ら
と
は
別
の
人
物
が
故
意
に
振
出
人
な
い

し
引
受
人
と
し
て
署
名
し
た
場
合
に
は
、
手
形
取
引
の
安
全
は
も
は
や
問
題
と
な
ら
ず
、
為
さ
れ
た
取
り
決
め
に
故
意
に
反
し
て
行

動
す
る
者
と
し
て
、
こ
の
人
物
は
手
形
上
の
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
箇
所
で
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
（
商
法
雑
誌
第
一
五
巻
九
七
頁
以
下
）
は
、
ガ
ー
ド
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
論
文

（
「
署
名
に
関
し
て
自
己
の
た
め
の
も
の
と
指
定
さ
れ
な
い
、
す
で
に
引
き
受
け
ら
れ
た
手
形
用
紙
に
振
出
人
と
し
て
署
名
す
る
者
は
、
そ
れ
に

（却）

よ
っ
て
引
受
人
に
対
し
て
手
形
上
の
権
利
を
取
得
し
な
い
乙
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
あ
ま
り
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
文
献
で
あ
る

（却）

が
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
別
の
箇
所
で
も
こ
の
論
文
を
引
用
し
て
い
る
。

（却）

ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
補
充
権
の
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
説
明
を
進
め
る
。
す
な
わ
ち
、

(6) 

続
け
て
、
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「
補
充
権
は
、
手
形
の
絶
対
的
に
必
要
な
内
容
だ
け
に
関
係
が
あ
り
、
相
対
的
に
必
要
な
内
容
に
は
関
係
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
所
持
人

は
手
形
の
存
在
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
諸
々
の
義
務
負
担
に
恋
意
的
に
変
更
又
は
補
足
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
従
っ
て
、
所
持
人
は
他
地
払
人
（
U
。
s
E
－g
gロ
）
を
付
け
加
え
た
り
、
又
は
通
常
の
為
替
手
形
か
ら
委
託
手
形
（
わ
。
B
B
Z
Z
5・

可
旦
芯
）
を
作
り
出
す
こ
と
な
ど
が
で
き
な
い
。
手
形
の
存
在
だ
け
が
｜
｜
そ
し
て
同
様
に
裏
書
、
引
受
な
ど
の
存
在
が
｜
｜
補
充
に
よ
っ

て
確
保
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
越
え
て
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
契
約
は
一
方
的
に
変
更
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

す
で
に
完
全
な
手
形
の
内
容
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
付
加
は
変
造
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ト
ェ

l
ル
・
手
形
法
第
三
四
条
節
末

段。」
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補
充
権
の
内
容
は
、
原
則
と
し
て
手
形
の
絶
対
的
記
載
事
項
だ
け
に
及
ぶ
が
、
手
形
の
相
対
的
記
載
事
項
に
は
及
ば
な
い
こ
と
も
、

（出）

ド
イ
ツ
の
判
例
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
完
成
し
た
手
形
の
内
容
は
一
方
的
に
変
更
さ
れ
て
は
な

ら
ず
、
完
全
な
手
形
の
内
容
に
法
的
に
意
味
の
あ
る
何
ら
か
の
事
項
を
付
け
加
え
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
「
変
造
」
と
し
て
扱
わ
れ

（詑）

る
こ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
「
ト
ェ

（犯）

一
八
七
八
年
に
出
版
さ
れ
た
第
四
版
で
あ
ろ
う
。

ー
ル
・
手
形
法
」
と
は
、
そ
の
条
節
番
号
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
不
当
補
充
者
に
対
す
る
手
形
の
返
還
請
求
権
と
白
地
手
形
の
公
示
催
告
に
つ
い
て
説
明
し
、
第

（鈍）

七
八
二
条
に
関
す
る
解
説
を
終
え
る
。
す
な
わ
ち
、

(7) 

最
後
に
、

「
誰
か
あ
る
人
が
信
頼
の
濫
用
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
白
地
手
形
の
正
し
く
な
い
補
充
に
よ
っ
て
振
出
人
又
は
引
受
人
に
損
害
を
被
ら
せ
る

場
合
に
は
、
彼
は
第
七
七
二
条
に
従
っ
て
振
出
人
又
は
引
受
人
に
よ
っ
て
手
形
の
返
還
を
求
め
ら
れ
う
る
（
た
だ
し
、
善
意
の
第
三
占
有
者

は
除
く
。
）
同
様
に
、
紛
失
な
ど
さ
れ
た
白
地
手
形
は
無
効
官
一
言
の
た
め
に
公
示
催
告
さ
れ
う
る
。
」



こ
こ
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
条
文
は
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
第
七
七
二
条
「
正
賞
ノ
方
法
ニ
依
リ
又
太
過
ニ
出
テ
ス
シ

テ
矯
替
及
ヒ
支
梯
切
手
ヲ
得
タ
ル
現
有
者
ニ
其
ノ
返
却
又
ハ
其
支
梯
金
ノ
、
返
却
ヲ
要
求
シ
得
ル
ハ
現
有
者
ニ
於
テ
矯
替
、
返
却
ノ
要
求

ヲ
矯
ス
芹
之
ニ
封
シ
故
障
ヲ
述
ヘ
得
ヘ
キ
事
賓
ア
ル
芹
ニ
限
ル
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
条
文
は
「
善
意

（部）

取
得
」
に
関
す
る
規
定
で
あ
ろ
う
。
ロ
ェ
ス
レ
ル
に
よ
れ
ば
、
白
地
手
形
に
契
約
違
反
の
補
充
が
な
さ
れ
た
場
合
に
も
、
こ
の
条
文

が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
結
果
、
白
地
手
形
の
契
約
違
反
の
補
充
に
よ
り
振
出
人
ま
た
は
引
受
人
に
損
害
を
被
ら
せ
た
者
は
｜
｜

善
意
の
第
三
占
有
者
を
除
い
て
ー
ー
ー
振
出
人
ま
た
は
引
受
人
か
ら
手
形
の
返
還
を
請
求
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
盗
取
さ
れ
又
は
紛
失
・
滅
失
し
た
白
地
手
形
が
公
示
催
告
・
無
効
宣
言
の
対
象
に
な
り
う
る
こ
と
も
、
す
で
に
ド
イ
ツ
の

（部）

判
例
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岡本
章
で
は
、
比
較
法
的
な
観
点
か
ら
、
白
地
手
形
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
法
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に

お
け
る
白
地
手
形
規
定
を
分
析
し
て
き
た
。
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
第
七
八
二
条
（
「
他
抑
矯
替
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
悪
意

括

ナ
ク
之
ニ
填
記
ス
ル
ヲ
得
可
シ
」
）
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
法
の
内
容
に
対
応
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
あ
っ
て
、

商法典の編纂と白地手形規定

決
し
て
何
か
特
異
な
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
条
に
関
す
る
ロ
ェ
ス
レ
ル
の
解
説
は
、
そ
の
一
部
に
フ
ラ
ン
ス
法

の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
ド
イ
ツ
の
判
例
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
祖
述
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

要
す
る
に
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
彼
の
商
法
草
案
を
起
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
我
が
国
の
商
慣
習
と
は
関
係
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
法
理
に

（訂）

準
拠
し
、
各
国
の
立
法
・
経
済
を
参
酌
し
て
模
範
的
な
法
案
を
作
成
し
た
か
ら
、
白
地
手
形
に
関
す
る
第
七
八
二
条
に
対
し
て
も
、

右
の
こ
と
が
妥
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。

479 



法学研究82巻 12号（2009:12) 

（4
）
伊
東
す
み
子
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
の
立
法
史
的
意
義
に
つ
い
て
」
石
井
良
助
先
生
還
暦
祝
賀
・
法
制
史
論
集
（
創
文
社
、
昭
和

五
一
年
）
二

O
三
頁
。

（5
）
高
田
晴
仁
「
旧
商
法
典
」
近
代
企
業
法
の
形
成
と
展
開
・
奥
島
孝
康
教
授
還
暦
記
念
第
二
巻
（
成
文
堂
、
平
成
一
一
年
）
二
二
頁
。

（6
）
小
山
賢
一
「
ド
イ
ツ
手
形
法
・
手
形
理
論
の
継
受
（
上
）
｜
｜
ロ
エ
ス
レ
ル
草
案
ま
で
｜
｜
」
商
事
法
務
一

O
四
一
号
（
昭
和
六
O

年
）
六
O
頁。

（7
）
参
考
ま
で
に
、
独
文
も
引
用
し
て
お
く
O
K
F
3
・
吋
お
・
君
。
。
宮
巳

σ
E
o
p
w
oロロ
g
z
E
g
g
s
ω
m
o
a
o－－同
E
丘
g
ロ
号

B

E
E
V
2
E
m．5
0
5
2
2
Zロ
き

ω
m
o
B】】件当
2
品。ロ・

（8
）
手
形
条
例
（
当
。
）
時
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
白
地
手
形
の
判
例
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
白
地
手
形
の
法
的
承

認
」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
三
五
巻
一
・
二
・
三
・
四
合
併
号
（
平
成
二
一
年
）
一
一
一
八
頁
以
下
。

（9
）

国

2
B
mロ
ロ
問
。

g
F
F
何
回
件
当
己
正
巳
ロ

g
出
mwロ
色
色

ωーの
g2Nσ
ロの

F
g
B一
宮
古
m
g
B芹
わ
。

BBmw己
mwpN
国内田・・
4

「。度。

民
主
（

Z
O
C仏国

1

己の

W
5句。）
wω
・
8ω
民
・
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
稿
・
商
法
草
案
下
巻
（
司
法
省
（
復
刊
、
新
青
出
版
、
平
成
七
年
）
）
三
O

五
頁
以
下
。
な
お
、
以
下
で
は
、
第
七
八
二
条
に
関
す
る
ロ
ェ
ス
レ
ル
の
解
説
に
つ
い
て
、
稚
拙
な
直
訳
を
試
み
た
。
そ
れ
は
、
主
と
し

て
筆
者
の
理
解
の
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
稿
・
商
法
草
案
の
出
版
時
に
は
未
だ
法
律
用
語
の
定
訳
が
確
立
さ
れ
て

お
ら
ず
、
同
条
に
関
す
る
解
説
の
中
に
も
理
解
し
づ
ら
い
訳
語
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

（
叩
）
問
。

g
－opω
－

m・
o・（
Z
2
0
匂）．

ω・。。
ω・
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
草
・
商
法
草
案
下
巻
・
前
掲
（
9
）三
O
六
頁
。

（
日
）
筆
者
が
調
べ
た
か
ぎ
り
、
一
九
世
紀
後
半
に
出
版
さ
れ
た
手
形
法
に
関
す
る
代
表
的
な
概
説
書
・
注
釈
書
の
中
で
は
、
国

2
B
mロロ

ω
g
z
y
問。

B
E
g
s吋
自
円

E
－m
O
B包
ロ

8
ロ
g
z♀
g
者
ゅ
の
冨
色
。

E
Eロ
伊
回
。
ユ
吉
区
∞
♂

ω・
ωω
が
、
白
地
手
形
に
つ
い

て
明
確
な
概
念
定
義
を
与
え
て
い
る
。

（
ロ
）
①
「
手
形
が
そ
の
完
全
な
形
式
を
獲
得
す
る
時
期
が
重
要
で
は
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
裁
判
所
一
八
六
四
年

九
月
二
七
日
判
決
（
関
口
宮
の
『
巳
岳
民
弱
。
ロ
仏

g
問
。
巳
色
付

FOロ
。

σ
2
H
吋
ユ

σ
E
g
z
w
回
仏
・
印

N・
H∞∞
Pω
・
Nω
印（

Nω
∞
）
）
、
プ
ロ
イ

セ
ン
上
級
裁
判
所
一
八
六
七
年
七
月
一
三
日
判
決
（
開
己

R
V巳
色
ロ
ロ
問
。
ロ
色

g
問
。
巳
色
目
。

F。
ロ
。

σ
2
H
寸
江

V
E
g－ω・
回
品
・
印
∞

w

H∞
S
．
ω・
8
H
（ωωω
）
）
。
他
方
、
②
「
内
容
を
記
入
す
る
人
物
も
重
要
で
は
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
裁
判
所
一

八
六
七
年
七
月
二
二
日
判
決
（
開
口

z
s
o
E
Cロ
m
g
品
g
問
。
巳

m
E
S
g
。
V
2
H
H，Eσ
ロロ

mwzw
∞
色
・
印
∞
（
同
∞
ミ
）

wω
・
ω臼
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－［∞司

(334
））’

1ト
ヤ
ム

J..Li尊
重
橿
韓
併
穏
軍
在
1
<
+
1
自
社

~DI:'.§!Il軍
部
（
R
O
H
G
14, 54 (55））’

lト
ヤ
ム
J~謀
容
在

1
<
<
1
1
社

1
1

 DI:'.§ 

E
軍
部
（
R
G
Z
8, 

56 (59
））。

（出）
ロ
吋

Tく
ム
会
僅
混
酷
牒
棋
+11

（
！
吋
蝶

「
運
〈
ヘ
糊
出

Iト
（
！
＞
（
~
弐
「
ト
~
~
ζ
時
去
三
－
＜
~
~
ミ
｛
時
価

Iト
罫

lifiE.tく
三
ミ
「
ト

h
，入

1ト
運
－
＜

11
乞

：：：：－－~抑
制
ド
浮
き

11時
々
早

rく
三
ミ
栴
く
也

1ト
時
価

11
出

rく」

（ヨ）
Roesler, a.a.O. (Note 9), 

S. 
556f.

ロ
H
K
ム
会
民
曜
冊
・
憧
様
相
時
牒
ト
網
・
~
~
~
（
O"l) 

11
川
同
図
。

（出）
Urteil des obersten Oesterr. Gerichtshofs v

o
m
 20. 

M
a
r
z
 1867, Zeitschrift flir <las g

e
s
a
m
m
t
e
 Han-

delsrecht, Bd. 13, 
1869, S. 

260.
布
.;q"

IJ e
軍
岩

ti
「
わ
〈
朴
会

1制
E士
布
；
；
－
＜
~
：
！
！
長
込
’
~
e
旧
同
程

!l糊
·0

；二
ν

’
~
0
~
e
区

制
~
~
－
入

J"
nr;(I>(岡早々

平泳
1記！と......）｛.！

j
~
；
二
小
跡
牒

!lll§K炉
時
~
~
早

.J＂＼号
i-0。

(;e) 
Justiz-Ministerial-Verordnung v

o
m
 6. 

October 1853, giltig flir aller Kronlander, zur Erlauterung 

der Artikel 7
 un
d
 82 der W

e
c
h
s
e
l
=
O
r
d
n
u
n
g
 v
o
m
 25. 

Janner 1850, Nr. 51 des R
e
i
c
h
s
=
G
e
s
e
t
z
=
B
l
a
t
-

tes, 
in: 

Reichs-Gesetz-Blatt fi.ir 
<las K

a
i
s
e
r
t
h
u
m
 Oerterreich, 1853, Nr. 200, S. 

1074; Verhandlungen 

der C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 zur B

e
r
a
t
h
u
n
g
 eines allgemeinen deutschen Handelsgesetz-Buches, m

e
h
r
e
r
e
 zur all-

g
e
m
e
i
n
e
n
 deutschen W

e
c
h
s
e
l
o
r
d
n
u
n
g
 in A

n
r
e
g
u
n
g
 g
e
k
o
m
m
e
n
e
 F
r
a
g
e
n
 betreffend.-Ni.irnberg 1858, 

S. 
LVIH; Heinrich ThOl, D

a
s
 Wechselrecht, 4. 

Aufl., Leipzig 1878, S. 
157.

翠
標
・
温
翠
（

00) 
1

 1
 1吋i眠’

1
 H
(
 

l眠。

（口）
Roesler, a.a.O. (Note 9), 

S. 
603.

口
付
代
ム
会
忠
誠
掛
・
極
誕
冊
牒
ト
刑
事
・
糧
事
（

O"l)\1101（
＼
眠
~
ト
。

（~） 
Roesler, a.a.O. (Note 9), 

S. 
603f.

ロ
f-¥
K
ム
公
民
砲
事
時
・
橿
鴬
掛
脈
ト
網
・
~
~
~
（
O"l) 

1110+1\!II':~ミ
ト
。

（含）
1ト
ヤ
ム

J..Li尊
重
僅
跡
端
容

1韮
1
＜
ギ

11制－
§DI:'.~!Il罪

者
（
R
O
H
G
6, 

44 (47
））。

（お）
リ

I）~，.
！
ム
ヤ
ト
俳
再
会
蝶
志
織
＜

i1哨
~
~
絡
を
ご
い
.;q~0

§.82 W
O
.
 D
e
r
 Wechselschuldner k

a
n
n
 sich n

u
r
 solcher 

Einreden bedienen, welche aus d
e
m
 Wechselrechte selbst hervorgehen oder i

h
m
 unmittelbar g

e
g
e
n
 

d
e
n
 jedesmaligen Klager zustehen. 

（~） 
lト
ヤ
ム

J..Li
尊
重
橿
働
総
軍
在

l
<
+
i
+
i
社

1DI:'.10
巴
罪
者
（
R
O
H
G
21, 324 (329

））。

川恨曜絵川伊調叩日～一時曙ed時世’恒
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（
辺
）
問
。

g
r
p
ω
－mw・。・（
Z
2
0
匂）

wω
－
aohH・
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
草
・
商
法
草
案
下
巻
・
前
掲
（
9
）三
O
八
頁
。

（
お
）
問
。

g
－o
F
p
m－。・（
Z
2
0
s
w
ω
・
8
h
R・
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
草
・
商
法
草
案
下
巻
・
前
掲
（
9
）三

O
八
頁
以
下
。

（

M
）
拙
稿
百
地
手
形
補
充
権
の
法
律
構
成
｜
｜
補
充
権
の
財
産
権
性
に
関
す
る
歴
史
的
経
緯
｜
｜
」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
三
四
巻
三
・
四

号
（
平
成
二

O
年
）
一
四
頁
以
下
、
拙
稿
・
前
掲
（
8
）
一
一
一
三
頁
以
下
。

（
お
）
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
裁
判
所
一
八
六
七
年
七
月
二
二
日
判
決
（
開

E
R
v
a色
ロ
ロ
呪
出
品

g
同
C
E
m－－。
Fσ
ロ
。

σ
2
H同，
Eσ
ロロ

mzw

切
仏
・
印
∞
（
同
∞
ミ
）

wω
・
ω臼
（

ωω
品
）
）
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
四
年
九
月
四
日
判
決
（
問
。
図
。

z
w
g
（
印
日
）
）
、
ラ
イ
ヒ
裁
判

所
一
八
八
二
年
一
一
月
四
日
判
決
（
問
。
N
∞－

ma
（印匂））。

（
お
）
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
二
年
四
月
九
日
判
決
（
問
。
国
の
少
全
－
（
臼
）
）
。

（
幻
）
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
二
年
一
一
月
四
日
判
決
（
問
。
N
∞w
印
。
（
勾
）
）
。

（
お
）
の
包
．
4
弓

2
包
ロ
自
芹
N
g
円

d
E
2
R
F江
口
宗
ユ
z
v
g
Z
B
B
Z
ω
V
2
0
5
m
wののゆ司
E
3
2
君
。
。

E
巴
沙
門
自
己
－

R
m己
ω

k
F
5
2
0ロ
2
5
2
2
S
B
S
F
2
E口
問
丹
念
仏
ロ
円
。

F
w
a口
当
R
E巴円。。伊丹
m
o
m
g門

戸

g
k
F
2
8
S
E
o
p
N巳
お
の
伊
良
三
位
円

含
ω
m
o
s
s
B
Z
出何回口色巴

ωお
の

F
F
切内田・

H
F
H∞斗
0

・
ω－
S
民・

（mm
）
問
。

g
r
p
p
m－。・（
Z
2
0
s
w
ω
－
g
－
斗
し
な
お
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
草
・
商
法
草
案
下
巻
・
前
掲
（
9
）
一
一
一
一
一
頁
一
一
行
で
は
、

「
商
法
雑
誌
第
百
四
冊
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
独
文
草
案
と
対
照
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
に
は
誤
植
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
正
し
く

は
、
「
商
法
雑
誌
第
十
五
冊
百
四
葉
」
と
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
ぬ
）
同
。

g
z
p
p
m
w・。・（
Z
。
Z
H
O）．
ω・
8
u・
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
草
・
商
法
草
案
下
巻
・
前
掲
（
9
）三
O
九
頁
。

（
担
）
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
四
年
九
月
二
五
日
判
決
（
問
。
図
。

E
・
ω∞
N
G
g）
）
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
五
年

一
月
一
五
日
判
決
（
問
。
図
。

5
・
8
H
（
お
ロ
・
）
）
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
O
年
一
一
一
月
三
日
判
決
（
問
。

Nω
－
a
o
S
N））。

（
認
）
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
一
年
六
月
二
七
日
判
決
（
問
。
出
の

ω・
臼
（
忠
）
）
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
二
年
一

O

月
八
日
判
決
（
問
。
国
の

UJNSQNω
）
）
、
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
四
年
五
月
一
九
日
判
決
（
問
。
国
の
お
・

hEN
（hEω
））、

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
八
八
三
年
六
月
三
O
日
判
決
（
問
。

NPHω
印）。

（
お
）
同
，

F
o
r
m－P
0・（
Z
2
0
H
a）
wm・ωhH・

（
出
）
問
。

g
z
p
p
m
w・。・（
Z
2
0
5
w
ω
・
8
u・
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
草
・
商
法
草
案
下
巻
・
前
掲
（
9
）三
O
九
頁
。
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（
お
）
小
山
・
前
掲
（
6
）六
O
頁。

（
お
）
ラ
イ
ヒ
上
級
商
事
裁
判
所
一
八
七
九
年
二
月
二
八
日
判
決
（
問
。
国
の

N
m
L
a）。

（
釘
）
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
意
見
書
ニ
封
ス
ル
答
嬬
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
日
本
近
代
立
法
叢
書
口
）
（
商
事
法
務
研
究

会
、
昭
和
六
O
年
）
第
一
綴
「
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
ニ
閥
ス
ル
書
類
」
六
一
頁
、
伊
東
・
前
掲
（
4
）
二
O
二
頁
。

旧
商
法
の
制
定
と
白
地
手
形
規
定
の
削
除

前
章
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
法
を
手
掛
か
り
に
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
白
地
手
形
規
定
を
分
析

し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
旧
商
法
（
明
治
二
三
年
）
の
制
定
過
程
を
概
観
し
、
続
い
て
、
立
法
資
料

を
手
掛
か
り
と
し
て
、
法
律
取
調
員
会
に
よ
る
白
地
手
形
規
定
の
審
議
過
程
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
旧
商
法
に
よ
っ
て
白
地
手
形

に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

商法典の編纂と白地手形規定

ハ
門
旧
商
法
の
制
定
過
程
の
概
観

川
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
の
中
で
も
、
特
に
総
則
・
会
社
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
が
草
案
す
べ
て
を
脱
稿
す
る
以

（羽）

前
か
ら
、
修
正
・
施
行
の
動
き
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
三
月
、
参
事
院
に
商
法
編
纂
局
が
設
置
さ
れ
、

（却）

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
を
大
幅
に
修
正
し
た
う
え
で
、
周
年
九
月
、
「
商
法
案
」
（
全
一
六
O
条
）
が
太
政
官
に
上
申
さ
れ
た
。
し
か（却）

し
な
が
ら
、
こ
の
「
商
法
案
」
は
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
自
身
が
こ
れ
を
激
し
く
批
判
し
た
た
め
、
遂
に
施
行
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ω
こ
れ
に
対
し
て
、
手
形
法
の
部
分
に
関
し
て
は
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
一
二
月
に
、
太
政
官
布
告
第
五
七
号
を
も
っ

て
「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
」
が
公
布
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
審
議
中
で
あ
っ
た
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
の
「
為
替
ノ
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部
」
を
も
と
に
大
蔵
省
に
お
い
て
原
案
を
作
成
し
、
参
事
院
商
法
編
纂
委
員
が
手
を
加
え
て
「
為
替
法
」
と
し
、
そ
れ
が
元
老
院
議

官
か
ら
な
る
修
正
委
員
に
よ
っ
て
再
修
正
さ
れ
て
「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
」
と
な
り
、
元
老
院
の
審
議
を
経
て
公
布
さ
れ
た
も

（

但

）

の
で
あ
る
。
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
は
、
第
一
章
「
為
替
手
形
」
、
第
二
章
「
約
束
手
形
」
、
第
三
章
「
通
則
」
の
計
四
七
条
か
ら

構
成
さ
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
は
、
定
期
払
の
期
限
は
振
出
日
付
か
ら
、
一
覧
後
定
期
払
の
期
限
は
一
覧
済
み
の
日
か
ら
六
ヶ
月
以

内
と
し
（
第
一

O
条
）
、
手
形
の
金
額
を
為
替
手
形
は
五
円
以
上
（
第
四
条
）
、
約
束
手
形
は
二
五
円
以
上
（
第
四
四
条
）
と
限
定
す
る

484 

と
と
も
に
、
裏
書
制
度
（
第
二
二
条
｜
第
一
六
条
）
を
新
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
は
、
我

が
国
で
最
初
の
近
代
的
手
形
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
治
二
六
年
商
法
一
部
施
行
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま

で
、
実
際
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
本
稿
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
「
白
地
手
形
」
と
の
関
係
で
い
う
と
、
明
治
一
五
年
の
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
に
は
、
白

（

必

）

地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

川
他
方
、
い
っ
た
ん
挫
折
し
た
会
社
法
に
関
し
て
は
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
の
脱
稿
後
の
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
五
月
、

政
府
は
制
度
取
調
長
官
・
伊
藤
博
文
の
意
見
を
入
れ
て
、
会
社
条
例
編
纂
委
員
を
任
命
し
（
後
に
破
産
法
編
纂
委
員
を
兼
任
）
、
会
社

（
川
町
）

条
例
の
審
議
を
開
始
し
た
。
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
三
月
、
会
社
条
例
全
条
を
議
了
し
、
続
い
て
破
産
法
の
審
議
に
入
る
予
定

（

制

）

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
委
員
長
・
寺
島
宗
則
は
、
「
破
産
法
の
編
纂
よ
り
は
商
法
全
部
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
旨
」
を
上
申
し
た
。

政
府
は
、
従
来
の
方
針
を
転
換
し
、
こ
の
上
申
を
受
け
入
れ
、
会
社
条
例
編
纂
委
員
・
破
産
法
編
纂
委
員
を
罷
免
し
、
商
法
編
纂
委

（

必

）

員
（
委
員
長
・
寺
島
宗
則
）
を
任
命
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は
、
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
会
社
条
例
を
そ
の
ま
ま
施
行
す
る
方

（
日
明
）

針
で
、
同
年
六
月
、
こ
れ
を
「
商
社
法
」
と
改
称
し
て
、
元
老
院
の
議
に
付
し
た
。
同
年
七
月
、
元
老
院
は
、
ほ
ぼ
原
案
ど
お
り
に

（

釘

）

こ
れ
を
可
決
上
奏
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
は
、
再
び
そ
の
方
針
を
変
更
し
、
す
で
に
元
老
院
で
可
決
さ
れ
て
い
た
「
商
社
法
」
の
公
布
を
見
送
り
、
商
法



（姐）

典
を
編
纂
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
、
井
上
馨
外
相
に
よ
る
条
約
改
正
交
渉
が
進
捗
し
、
条
約
改
正
の
前
提
と
し
て
、
欧
米
列
強

（却）

の
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
「
泰
西
主
義
」
に
基
づ
く
近
代
諸
法
典
の
制
定
・
公
布
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

凶
か
く
し
て
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
八
月
、
外
務
省
に
法
律
取
調
委
員
会
（
委
員
長
・
井
上
馨
）
が
設
置
さ
れ
、
明
治
二

O
（
一
八
八
七
）
年
四
月
、
商
法
編
纂
委
員
を
罷
免
し
、
法
典
編
纂
の
事
務
は
す
べ
て
法
律
取
調
委
員
会
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な

（印）

っ
た
。

商法典の編纂と白地手形規定

し
か
し
、
井
上
馨
外
相
に
よ
る
条
約
改
正
交
渉
が
外
人
法
官
問
題
の
た
め
に
失
敗
に
終
わ
る
と
、
同
年
一

O
月
、
法
律
取
調
委
員

（日）

会
は
外
務
省
か
ら
司
法
省
に
移
管
さ
れ
、
司
法
大
臣
・
山
田
顕
義
委
員
長
の
も
と
で
商
法
典
の
編
纂
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（臼）

そ
し
て
、
そ
の
翌
一
一
月
四
日
に
は
、
法
律
取
調
委
員
会
略
則
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
山
田
委
員
長
の
審
議
方
針
は
、
法
律
取
調
委

員
会
略
則
一

O
ヶ
条
に
要
約
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
略
則
第
一
条
で
は
、
「
法
律
取
調
ノ
目
的
ハ
民
法
商
法
及
訴
訟
法

ノ
草
案
条
項
中
実
行
シ
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヤ
否
他
ノ
法
律
規
則
ニ
抵
触
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
否
ヲ
審
査
ス
ル
ニ
在
リ
故
ニ
法
理
ノ
得

失
実
施
ノ
緩
急
文
字
ノ
当
否
ハ
之
ヲ
議
論
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
ス
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
委
員
会
の
構
成
は
、
委
員
長
、
報

（回）

告
委
員
、
取
調
委
員
、
外
国
委
員
な
ど
か
ら
成
っ
て
お
り
、
報
告
委
員
は
草
案
の
下
調
べ
と
委
員
会
で
の
報
告
説
明
を
行
な
う
が
議

決
権
は
な
く
、
取
調
委
員
は
そ
の
報
告
に
基
づ
い
て
審
議
決
定
に
あ
た
り
、
外
国
委
員
は
起
草
者
と
し
て
そ
の
説
明
を
要
す
る
場
合

（同）

に
委
員
会
に
列
席
し
た
。

こ
の
よ
う
な
略
則
に
従
っ
て
、
法
律
取
調
委
員
会
は
、
明
治
二

O
（
一
八
八
七
）
年
一
一
一
月
一
日
か
ら
、
内
容
に
つ
い
て
不
分
明

の
と
こ
ろ
は
ロ
ェ
ス
レ
ル
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
一
回
に
つ
き
十
五
ヶ
条
ず
つ
商
法
草
案
の
審
議
を
行
い
、
議
事
を
進
め
て

（日）

い
っ
た
。
そ
の
後
、
商
法
草
案
の
審
議
は
約
八
ヶ
月
で
完
了
し
、
商
法
草
案
は
内
閣
に
上
呈
さ
れ
、
明
治
二
二
年
六
月
七
日
、
元
老

（回）

院
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
て
い
る
。

F
h
d
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こ
う
し
て
、
旧
商
法
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
O
）
年
四
月
二
六
日
に
法
律
第
三
二
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
翌
明
治
二
四



12) 

（
一
八
九
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
旧
商
法
は
、
開
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
帝
国
議
会
に
お
い
て
商
法
典
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
激
し
い
鍔
迫
り
合
い
の
結
果
、
明
治
二
三
（
一
八
九
O
）
年
一
二
月
二
二

日
に
「
商
法
及
商
法
施
行
条
例
延
期
法
律
」
が
可
決
さ
れ
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
一
月
一
日
ま
で
施
行
が
延
期
さ
れ
る
に
至

（訂）

っ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
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白
地
手
形
規
定
の
審
議
と
そ
の
削
除

以
上
極
め
て
大
ま
か
に
で
は
あ
る
が
、
旧
商
法
（
明
治
二
三
年
）
の
制
定
過
程
を
確
認
し
た
。
右
の
よ
う
な
旧
商
法
の
制
定
過
程

と
の
関
係
で
い
う
と
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
規
定
の
審
議
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年

八
月
に
、
外
務
省
に
法
律
取
調
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
商

法
草
案
で
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
の
白
地
手
形
規
定
は
、
旧
商
法
が
成
立
す
る
過
程
で
削
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
以
下
で
は
、
立
法
資

料
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
法
律
取
調
委
員
会
に
よ
る
白
地
手
形
規
定
の
審
議
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
削
除
の
過
程
を
明
ら
か

（ニ）
に
し
よ
う
。

川
法
律
取
調
委
員
会
が
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
白
地
手
形
規
定
を
初
め
て
取
り
上
げ
た
の
が
、
「
法
律
取
調
委
員
曾

商
法
第
一
讃
曾
曾
議
筆
記
」
（
第
一
回
（
明
治
一
九
年
三
月
二
四
日
）
｜
第
七
六
回
（
明
治
一
九
年
二
月
三
O
日
乙
で
あ
る
。
具
体
的

一
O
月
一
五
日
の
第
一
讃
曾
第
五
四
回
で
あ
り
、
こ
こ
で
初
め
て
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
登

に
は
、
明
治
一
九

（時）

場
す
る
。

（
一
八
八
六
）

第
七
百
八
十
二
僚

「
他
梯
矯
替
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
悪
意
ナ
ク
之
ニ
填
記
ス
ル
ヲ
得
可
シ
」



会
議
で
は
、
本
尾
敬
三
郎
報
告
委
員
が
「
本
候
ハ
無
記
名
ト
異
ナ
リ
振
出
人
ニ
於
テ
署
名
シ
甲
ニ
渡
シ
之
随
意
ノ
金
額
ヲ
記
載
シ

テ
流
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ヲ
云
フ
」
と
述
べ
て
、
極
め
て
簡
単
な
説
明
を
行
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

（悶）

会
議
筆
記
で
は
、
「
本
線
ノ
結
尾
ニ
『
コ
ト
』
ヲ
加
フ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

ω
次
に
、
法
律
取
調
委
員
会
が
白
地
手
形
規
定
を
取
り
上
げ
た
の
が
、
「
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
第
二
讃
曾
曾
議
筆
記
」
（
第

一
回
（
明
治
二

O
年
二
月
二
五
日
）
｜
第
三
二
回
（
明
治
二
O
年
四
月
一
九
日
乙
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
二

O

（
一
八
八
七
）
年

（的）

四
月
七
日
の
第
二
讃
曾
第
二
四
回
で
あ
る
。

第
八
百
八
十
二
候

「
矯
替
手
形
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
悪
意
ナ
ク
之
ニ
振
出
シ
所
持
人
悪
意
ナ
ク
之
ニ
填
記
ス
ル
ヲ
得
可
シ
」

商法典の編纂と白地手形規定

会
議
筆
記
に
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
条
文
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
文
で
は
、
全
く

意
味
が
通
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
商
法
第
二
読
会
会
議
筆
記
を
調
べ
て
も
、
右
の
条
文
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
修
正
が
な
さ
れ
た
旨

の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
従
っ
て
、
右
の
条
文
に
は
、
条
数
と
文
言
に
誤
植
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
正
し
く
は
、
次
の
よ

う
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
七
百
八
十
二
候

「
矯
替
手
形
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
悪
意
ナ
ク
之
ニ
填
記
ス
ル
ヲ
得
可
シ
」

487 



こ
の
条
文
で
は
、
冒
頭
の
文
言
が
「
他
挽
矯
替
」
か
ら
「
矯
替
手
形
」
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
、

ロ
ェ
ス
レ
ル
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商
法
草
案
に
お
け
る
白
地
手
形
規
定
と
同
一
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
会
議
筆
記
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
第
七
八
二

（臼）

条
の
規
定
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
説
明
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

間
以
上
を
踏
ま
え
て
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
法
律
取
調
委
員
会
が
本
格
的
な
審
議
を
開
始
し
た
の
が
、
「
法

律
取
調
委
員
曾
商
法
草
案
議
事
速
記
」
（
第
一
回
（
明
治
二
O
年
二
一
月
一
日
）

l
第
七
三
回
（
明
治
一
二
年
六
月
二
八
日
乙
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
明
治
二
一

（
一
八
八
八
）
年
四
月
一
一
日
の
商
法
草
案
議
事
速
記
第
五

O
回
で
あ
り
、
こ
の
会
議
で
は
、
白
地
手
形

（位）

に
関
す
る
第
七
八
二
条
が
朗
読
さ
れ
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
審
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
渡
正
元
委
員
に
よ
る
「
填
記
ス
ル
ノ
ハ
金
額
デ
ス
カ
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
本
尾
敬
三
郎
報
告
委
員
は
「
金
額
ハ
始

メ
カ
ラ
這
入
テ
居
リ
マ
ス
ガ
受
取
人
デ
ス
義
務
者
金
額
ノ
如
キ
ハ
始
メ
ヨ
リ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
」
と
答
え
て
い
る
。

続
い
て
、
松
岡
康
毅
委
員
に
よ
る
「
注
デ
ハ
善
意
ナ
レ
バ
何
モ
カ
モ
書
イ
テ
宜
シ
イ
」
と
い
う
発
言
に
対
し
て
、
本
尾
敬
三
郎
報

告
委
員
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
前
ノ
指
圃
式
讃
券
カ
ラ
出
テ
居
リ
マ
ス
只
金
額
主
タ
ル
義
務
者
ガ
是
非
ナ

ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
セ
ン
此
ノ
原
則
ハ
ア
ル
併
シ
商
業
慣
習
デ
ソ
レ
ヨ
リ
徐
計
ノ
コ
ト
ヲ
許
セ
バ
宜
シ
イ
仲
売
人
ニ
手
形
ヲ
任
セ
ル
時
ハ

金
額
モ
日
附
モ
支
梯
人
モ
書
カ
ズ
是
レ
ハ
貴
様
ニ
任
セ
ル
私
ノ
名
ダ
ケ
書
イ
テ
ヤ
ル
カ
ラ
商
業
ノ
都
合
ニ
依
リ
テ
五
百
園
ニ
テ
モ
六

百
固
ニ
テ
モ
シ
ロ
ウ
ト
云
フ
ノ
ガ
ア
リ
マ
ス
金
額
マ
デ
書
カ
ズ
ニ
ヤ
ル
ノ
ヲ
正
式
ノ
白
地
ト
云
フ
コ
ト
ハ
出
来
マ
セ
ン
正
式
ノ
ハ
義

務
者
金
額
ヲ
書
ク
ノ
ハ
通
例
ノ
白
地
デ
御
座
イ
マ
ス
併
シ
信
用
ニ
依
テ
受
取
ノ
金
額
マ
デ
モ
任
セ
ル
者
ガ
ナ
イ
ト
言
ヘ
ヌ
ト
御
解
シ

ヲ
願
ヒ
マ
セ
ン
ト
困
リ
マ
ス
」

（臼）

最
後
に
、
山
田
顕
義
委
員
長
が
「
先
キ
へ
往
キ
マ
セ
ウ
」
と
発
言
し
て
、
本
条
は
原
案
ど
お
り
に
決
さ
れ
て
い
る
。

凶
最
後
に
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
白
地
手
形
に
関
す
る
審
議
が
登
場
す
る
の
が
、
「
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
再
調
査
案

議
事
速
記
録
」
（
第
一
回
（
明
治
二
一
年
一

O
月
一
九
日
）
｜
第
一
六
回
（
明
治
一
一
一
年
二
月
八
日
乙
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治



（

倒

）

（

邸

）

（
一
八
八
八
）
年
一

O
月
三

O
日
の
商
法
再
調
査
案
議
事
速
記
録
第
九
回
で
あ
る
。
『
商
法
再
調
案
』
で
は
、
白
地
手
形
に
関

す
る
規
定
の
条
数
が
変
更
さ
れ
て
お
り
、
第
七
二
四
条
と
な
っ
て
い
る
。

商
法
再
調
査
案
第
七
百
二
十
回
線

「
鴬
替
手
形
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
ハ
善
意
ヲ
以
テ
填
記
ス
ル
ー
ヲ
得
」

条
数
の
変
更
ほ
か
、
条
文
の
文
言
に
も
若
干
の
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
商
法
再
調
査
案
第
七
二
四
条
は
そ
れ
ま
で
の
白
地
手

形
に
関
す
る
規
定
と
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
会
議
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
第
七
二
四
条
が
朗
読
さ
れ
た
後
、

（侃）

議
案
に
入
っ
た
が
、
何
の
発
言
も
な
く
、
同
条
は
原
案
ど
お
り
に
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（町）

と
こ
ろ
が
、
次
の
「
裏
書
」
に
関
す
る
第
七
二
五
条
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
か
突
然
、
白
地
手
形
に
関
す
る
審
議
が
行
な
わ
れ
て
い

（伺）る。

商法典の編纂と白地手形規定

商
法
再
調
査
案
第
七
二
五
条
が
朗
読
さ
れ
、
議
案
に
入
る
と
、
ま
ず
、
松
岡
康
毅
委
員
が
「
前
線
ノ
白
地
ト
云
フ
ノ
ハ
名
前
バ
カ

リ
書
ク
ト
云
フ
ノ
ダ
ネ
」
と
い
う
発
言
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
答
え
る
形
で
、
尾
崎
三
良
委
員
が
「
日
本
ニ
モ
随
分
ア
ル
ノ
デ
ス
」

と
述
べ
る
と
、
村
田
保
委
員
が
「
通
常
ハ
ア
リ
マ
ス
マ
イ
」
と
発
言
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
南
部
聾
男
委
員
が
「
振
出
人
ガ
名
前
丈

ケ
書
イ
テ
ヤ
ル
ノ
デ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
発
言
を
ま
と
め
る
形
で
、
清
岡
公
張
委
員
が
「
百
高
園
ト
書
カ
ウ

ト
モ
構
ハ
ヌ
カ
ラ
ネ
危
イ
ト
思
フ
奴
ニ
ハ
白
地
デ
振
サ
ヌ
バ
カ
リ
ノ
事
ダ
」
と
発
言
し
て
、
審
議
が
終
了
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裏

（印）

書
に
関
す
る
第
七
二
五
条
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
白
地
手
形
の
こ
と
し
か
審
議
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
条
は
原
案
ど
お
り
に
決
せ
ら
れ
た
。

（河）

さ
ら
に
、
「
裏
書
の
方
式
・
白
地
式
裏
書
」
に
関
す
る
第
七
二
六
条
に
お
い
て
も
、
白
地
手
形
と
関
連
し
た
審
議
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
商
法
再
調
査
案
第
七
二
六
条
が
朗
読
さ
れ
、
議
案
に
入
る
と
、
白
地
式
裏
書
と
の
関
連
で
、
次
の
よ
う
な
審
議
が
行
な
わ
れ
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最
初
に
、
尾
崎
三
良
委
員
が
「
酷
ヒ
ネ
白
紙
デ
、
行
先
キ
ハ
何
所
マ
デ
行
ク
カ
知
レ
ヌ
」
と
発
言
す
る
と
、
続
い
て
、
南
部
斐
男

委
員
が
「
金
高
ナ
シ
ニ
ド
ン
々
々
行
ク
ノ
ダ
ネ
」
と
発
言
し
、
さ
ら
に
、
尾
崎
忠
治
委
員
が
「
面
白
イ
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
審
議
で
は
、
「
金
額
白
地
の
ま
ま
で
転
々
流
通
す
る
の
か
」
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
、
山
田
顕
義
委
員
長
と
そ
の
他
の
委

員
と
の
問
で
、
押
し
問
答
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
山
田
委
員
長
が
「
轍
縛
ス
ル
ニ
ハ
金
額
ヲ
書
ク
ダ
ラ
ウ
字
ノ
書
イ
テ
ナ
イ
モ
ノ

ハ
曝
縛
シ
ヤ
ウ
ガ
ナ
イ
」
と
発
言
す
る
と
、
こ
の
発
言
に
対
し
て
、
南
部
委
員
が
「
裏
出
譲
渡
人
裏
出
人
ノ
讃
明
ア
ル
ヲ
以
テ
ダ
カ

ラ
、
行
ク
ノ
デ
ス
」
と
反
論
し
、
さ
ら
に
、
山
田
委
員
長
が
「
第
一
ノ
人
丈
ケ
ダ
ラ
ウ
」
と
再
反
論
す
る
と
、
今
度
は
、
清
岡
公
張

委
員
が
「
白
地
ノ
裏
出
カ
」
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
山
田
委
員
長
は
「
金
額
白
地
の
ま
ま
で
は
転
々
流
通
し
な
い
」
と
い
う

意
見
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
、
山
田
委
員
長
が
「
第
一
ノ
人
ヘ
ハ
金
額
ヲ
書
カ
ズ
行
ク
ガ
第
二
ノ
人
ヘ
ハ
金
額
ヲ
書
カ
ヌ
デ
ハ
譲

リ
渡
シ
ヤ
ウ
ガ
ナ
イ
只
ノ
白
紙
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
発
言
す
る
と
、
こ
の
発
言
に
対
し
て
、
南
部
委
員
が
「
ソ
レ
モ
行
ク
ノ
デ
ス
」
と

反
論
し
、
再
び
山
田
委
員
長
が
「
行
ク
ト
言
ツ
テ
モ
出
来
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
」
と
反
論
し
て
、
押
し
問
答
を
繰
り
返

す
。
さ
ら
に
、
尾
崎
忠
治
委
員
に
よ
る
「
註
ニ
依
ル
ト
金
額
ヲ
書
カ
ズ
ニ
行
ク
ヤ
ウ
ニ
見
ヘ
ル
」
と
い
う
発
言
に
対
し
て
も
、
山
田

委
員
長
は
「
ソ
レ
ハ
オ
カ
シ
イ
」
と
述
べ
て
、
再
び
押
し
問
答
を
繰
り
返
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
議
論
の
方
向
を
修
正
す

る
べ
く
、
松
岡
康
毅
委
員
が
「
之
ハ
白
紙
ハ
裏
モ
白
地
デ
行
ク
事
ハ
ナ
イ
表
ハ
後
行
ス
ル
時
分
白
紙
デ
行
ク
裏
書
譲
渡
ト
ナ
ル
ト
是

丈
ケ
書
カ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ン
ト
然
レ
共
雨
方
委
イ
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
モ
略
シ
テ
ア
ツ
テ
モ
行
ク
ト
云
フ
、
此
所
ハ
裏
出
ノ
方
パ
カ
リ
デ

ア
リ
マ
ス
」
と
発
言
す
る
。
す
る
と
、
こ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
山
田
委
員
長
が
「
サ
ウ
デ
セ
ウ
裏
出
パ
カ
リ
ノ
場
合
デ
セ
ウ
」

と
発
言
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
南
部
委
員
は
、
そ
れ
ま
で
の
議
論
に
全
く
納
得
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
「
此
所
ハ
裏
出
パ

カ
リ
ダ
ケ
レ
共
理
窟
ハ
行
ク
ヤ
ウ
ニ
ナ
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
審
議
を
経
て
、
商
法
再
調
査
案
第
七
二
六
条
は
原
案
ど

（

η）
 

お
り
に
決
せ
ら
れ
た
。



間
以
上
で
引
用
さ
れ
た
立
法
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
法
律
取
調
委
員
会
で
は
、
審
議
さ
れ
る
べ
き
事
項
が
制
限
さ

れ
て
い
た
と
は
い
え
、
白
地
手
形
に
つ
い
て
大
し
た
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
同
委
員
会
は
、
白
地
手
形

に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
審
議
を
進
め
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
明
治
一
二
（
一
八
八
八
）
年
一
一
月
八
日
に
、
法
律
取
調
委
員
会
に
よ
る
商
法
再
調
査
案
の
審
議
が
終
了
す
る
と
、
商

（河）

法
議
案
は
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
月
二
四
日
、
元
老
院
に
付
議
さ
れ
、
同
年
六
月
七
日
、
可
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（叫）

こ
の
時
、
元
老
院
で
可
決
さ
れ
た
の
が
「
法
律
取
調
委
員
会
商
法
草
案
」
で
あ
り
、
そ
の
第
七
二
一
条
に
は
、
白
地
手
形
に
関
す

る
規
定
が
存
在
し
て
い
た
。

法
律
取
調
委
員
会
商
法
草
案
第
七
百
二
十
一
候

「
篤
替
手
形
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
ハ
善
意
ヲ
以
テ
填
記
ス
ル
事
ヲ
得
」

商法典の編纂と白地手形規定

（河）

附
元
老
院
通
過
後
、
「
法
律
取
調
委
員
会
商
法
草
案
」
は
政
府
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
に
よ
る
修
正
後
の
『
商

（苅）

法
草
案
』
に
お
い
て
も
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
注
目
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
法
草
案
第
七
百
二
十
一
候

「
矯
替
手
形
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
ハ
善
意
ヲ
以
テ
填
記
ス
ル
ー
ヲ
得
」

（

π）
 

そ
し
て
、
政
府
に
よ
る
修
正
後
の
『
商
法
草
案
』
の
理
白
書
で
あ
る
『
商
法
理
白
書
』
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
第
七
二
一
条

491 



12) 

に
対
す
る
立
法
理
由
と
し
て
ー
ー
ー
こ
こ
で
は
解
説
の
文
言
と
条
文
番
号
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
が

l
l
『
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
稿
・

（沌）

の
白
地
手
形
に
関
す
る
第
七
八
二
条
の
解
説
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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商
法
草
案
」
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「
矯
替
ヲ
白
地
ニ
テ
振
出
ス
ハ
振
出
人
述
意
ノ
事
項
即
チ
己
レ
ニ
負
槍
ス
ル
義
務
ノ
事
項
ヲ
記
入
セ
ス
只
署
名
ヲ
輿
フ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
其

事
項
ヲ
矯
替
ノ
白
地
ニ
填
記
ス
ル
ハ
乃
チ
之
ヲ
後
来
ノ
所
持
人
ニ
任
ス
蓋
シ
矯
替
ヲ
白
地
ニ
テ
振
出
ス
モ
充
分
記
載
シ
テ
振
出
シ
タ
ル
ト
全

ク
同
一
ナ
ル
効
力
ア
ル
ハ
潟
替
法
上
ニ
於
テ
一
般
ノ
是
認
ヲ
経
タ
ル
原
則
ナ
リ
故
ニ
矯
替
ニ
シ
テ
其
完
然
ナ
ル
法
式
ヲ
備
ヘ
タ
ル
ノ
何
時
ニ

在
ル
ヤ
矯
替
ニ
記
入
シ
タ
ル
モ
ノ
、
何
人
タ
ル
ヤ
ハ
問
フ
ヲ
須
ヒ
サ
ル
ニ
至
ル
又
記
入
者
ノ
誰
レ
タ
ル
ヲ
問
ハ
サ
ル
ノ
一
事
ハ
之
ヲ
署
名
上

ニ
モ
及
ホ
シ
振
出
人
或
ハ
引
受
人
等
ノ
署
名
ニ
シ
テ
其
許
諾
ヲ
得
テ
他
人
ノ
手
ニ
成
ル
モ
猶
ホ
其
自
己
ノ
手
ニ
成
ル
ト
同
一
ナ
ル
効
力
ア
リ

（
商
法
雑
誌
第
十
三
冊
第
二
百
六
十
葉
）
加
之
引
受
裏
書
譲
渡
及
ヒ
其
他
矯
替
面
ニ
記
ス
ル
述
意
ニ
於
テ
モ
右
ト
同
一
ノ
方
法
ニ
於
テ
之
レ

ヲ
得
ヘ
ク
以
テ
其
効
力
亦
タ
右
ト
異
ナ
ル

1
ナ
シ

矯
替
面
ニ
幾
許
ノ
白
地
ヲ
存
ス
ル
ヤ
勝
タ
振
出
人
等
自
カ
ラ
記
入
ス
ル
幾
千
ニ
止
マ
ル
ヤ
ハ
全
ク
問
フ
ヘ
キ
所
ニ
非
ラ
ス
振
出
人
ニ
シ
テ

全
面
白
地
ノ
矯
替
式
紙
ニ
署
名
セ
ハ
其
所
持
人
ハ
金
高
日
附
満
期
日
支
挽
地
ハ
勿
論
支
梯
人
ノ
氏
名
ト
難
居
随
意
ニ
之
ヲ
記
入
ス
ル
ヲ
得
ヘ

シ
又
仮
令
ヒ
式
紙
ニ
非
サ
ル
白
紙
ニ
署
名
ノ
ミ
ヲ
矯
シ
タ
ル
モ
其
所
持
人
ハ
填
記
ノ
権
ヲ
有
ス
ル

1
恰
モ
金
高
或
ハ
受
取
人
等
ノ
氏
名
ノ
ミ

ア
記
セ
サ
リ
シ
時
ニ
於
ル
カ
知
シ
然
レ
居
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
署
名
者
之
ヲ
以
テ
矯
替
ヲ
作
ラ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
芹
ニ
限
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
若
シ
否

ラ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
其
署
名
者
ニ
封
シ
テ
矯
替
上
ノ
権
利
ヲ
施
用
ス
ル

1
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
ハ
此
ノ
如
キ
潟
替
ハ
署
名
者
ヨ
リ
シ
テ
之

ヲ
見
レ
ハ
詐
偽
ノ
篤
替
ニ
シ
テ
第
七
百
八
繰
ヲ
以
テ
論
シ
巳
ニ
生
シ
タ
ル
義
務
ハ
詐
偽
ノ
矯
メ
ニ
変
ス
ル
所
ナ
シ
ト
難
佳
元
来
存
セ
サ
ル
ノ

義
務
ハ
之
カ
矯
メ
ニ
生
ス
ル
ヲ
得
サ
レ
ハ
ナ
リ
夫
レ
己
ノ
意
ニ
非
ス
シ
テ
契
約
上
ノ
義
務
ヲ
負
フ
者
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ
普
通
原
則
ハ
矯
替

法
ニ
於
テ
モ
之
ヲ
維
持
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ

白
地
矯
替
ヲ
輿
フ
ル

1
ハ
信
義
上
ノ
行
矯
ニ
シ
テ
仮
令
ヒ
受
取
人
無
限
ノ
信
用
ヲ
輿
へ
ラ
ル
、
時
ニ
於
テ
モ
尚
ホ
契
約
者
ノ
間
ニ
協
議
ア

ル
ヲ
通
例
ト
ス
決
シ
テ
其
信
用
ヲ
濫
用
ス
可
カ
ラ
ス
故
ニ
後
ニ
至
テ
白
地
ニ
填
記
シ
タ
ル
モ
ノ
若
シ
其
協
議
ニ
惇
ル
ア
ラ
ハ
振
出
人
ハ
其
填

記
ノ
悪
意
ニ
出
テ
タ
ル
カ
潟
メ
ニ
義
務
ヲ
負
携
ス
ル
ノ
理
ナ
シ
ト
ノ
故
障
ヲ
遮
フ
ル
ヲ
得
ヘ
シ
然
レ
居
他
人
即
チ
其
後
ノ
所
持
人
カ
協
議
ニ



参
輿
セ
サ
リ
シ
ニ
於
テ
ハ
之
ニ
封
シ
此
故
障
ヲ
遁
フ
ル
ヲ
得
ス
但
所
持
人
ニ
於
テ
矯
替
受
領
ノ
際
其
事
情
ヲ
知
リ
タ
ル
時
ハ
例
外
ト
ス
何
ト

ナ
レ
ハ
此
所
持
人
賓
意
ヲ
以
テ
事
ヲ
矯
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
レ
ハ
ナ
リ
此
際
ニ
在
リ
テ
ハ
所
持
人
ノ
自
カ
ラ
白
地
ニ
記
入
セ
シ
カ
勝
タ
矯
替

ノ
其
手
ニ
蹄
セ
シ
時
既
ニ
巳
ニ
記
入
シ
タ
リ
シ
カ
ハ
問
フ
所
ニ
非
ラ
サ
ル
ナ
リ
然
レ
佳
其
矯
替
面
ニ
記
ス
ル
事
項
ハ
其
何
時
ニ
記
シ
又
何
人

ニ
成
ル
モ
法
律
ニ
遁
フ
モ
ノ
ト
思
料
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
之
ニ
封
シ
テ
悪
意
ニ
出
ル
ト
ノ
故
障
ヲ
申
立
ル
者
ハ
必
ス
特
別
ニ
其
事
情
ヲ
讃
明

セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ

商法典の編纂と白地手形規定

白
地
填
記
ノ
権
ハ
併
セ
テ
振
出
人
若
ク
ハ
奮
所
持
人
若
ク
ハ
現
所
持
人
ヨ
リ
既
ニ
填
記
シ
タ
ル
所
ノ
モ
ノ
ヲ
費
更
ス
ル
ノ
権
ヲ
生
ス
ル
ニ

非
ス
又
矯
替
ニ
記
載
シ
ア
ル
事
項
ニ
就
キ
後
ニ
至
リ
随
意
ニ
加
記
ス
ル
ー
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

又
白
地
鶏
替
ノ
填
記
ヲ
以
テ
矯
替
契
約
上
ノ
人
ヲ
恋
ニ
一
要
換
ス
ル

1
能
ハ
ス
故
ニ
白
地
引
受
即
チ
既
ニ
引
受
ケ
タ
ル
モ
未
タ
振
出
人
ノ
署

名
ナ
キ
矯
替
式
紙
ニ
他
ヨ
リ
振
出
人
ト
シ
テ
署
名
ス
ル
者
ハ
仮
令
ヒ
他
ノ
賠
ニ
就
テ
ハ
之
カ
矯
メ
ニ
義
務
ヲ
負
フ
ヘ
シ
ト
難
庇
引
受
者
ニ
封

シ
テ
ハ
矯
替
上
ノ
権
利
ヲ
得
ル

1
能
ハ
ス
又
自
己
ニ
宛
テ
サ
ル
鶏
替
式
紙
ニ
シ
テ
支
梯
人
ノ
氏
名
ヲ
記
セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
自
カ
ラ
仕
掛
人
ト
シ

テ
署
名
シ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
以
テ
振
出
人
ニ
封
シ
テ
引
受
人
タ
ル
ノ
権
利
ヲ
得
ル

1
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
（
商
法
雑
誌
第
十
五
冊
第
九
十
七
葉
以

下
）
後
チ
ノ
所
持
人
ノ
如
キ
他
人
ハ
其
関
係
人
ノ
間
ニ
除
ニ
矯
シ
タ
ル
協
議
ニ
就
テ
一
モ
知
ル
能
ハ
ス
篤
替
ノ
法
式
的
ナ
ル
性
質
ニ
随
ヒ
唯

タ
其
眼
前
ノ
法
式
如
何
ン
ヲ
以
テ
標
準
ト
ス
ル
カ
故
ニ
右
ノ
知
キ
欠
勤
ア
ル
カ
矯
メ
ニ
権
利
ヲ
害
セ
ラ
ル
、

1
ナ
シ
ト
難
肥
其
協
議
ア
ル
ヲ

知
リ
テ
反
封
ノ
慮
置
ヲ
矯
ス
者
ノ
間
ニ
在
テ
ハ
右
ト
同
シ
カ
ラ
ス
此
ノ
如
キ
人
ハ
之
ニ
依
リ
テ
権
利
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
夫
レ
是
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ

レ
ハ
矯
替
上
ノ
交
通
ハ
詐
偽
濫
用
ノ
極
ニ
陥
ヒ
ル
ニ
至
ラ
ン
抑
々
振
出
人
ト
支
挽
人
ト
ノ
間
ニ
ハ
委
託
及
ヒ
資
金
ニ
係
ル
契
約
上
ノ
関
係
存

ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
関
係
タ
ル
随
意
ニ
他
人
ノ
干
渉
ヲ
以
テ
費
更
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
白
地
鶏
替
填
記
ノ
権
利
ハ
只
鶏
替
ノ
無
限
制
ナ
ル
文

面
ニ
関
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
制
限
ア
ル
文
面
ニ
及
フ
モ
ノ
ニ
非
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
所
持
人
ハ
矯
替
ノ
本
性
ヨ
リ
成
リ
タ
ル
義
務
ヲ
随
意
ニ
一
要
更
ス

ル
能
ハ
サ
レ
ハ
ナ
リ
是
故
ニ
所
持
人
ハ
他
所
梯
人
ノ
氏
名
ヲ
追
加
シ
或
ハ
通
常
ノ
他
梯
矯
替
ヲ
費
、
ン
テ
仲
買
他
挽
矯
替
ト
矯
ス

1
ヲ
得
ス
填

記
ハ
濁
リ
矯
替
ノ
成
立
（
裏
書
譲
渡
引
渡
等
亦
タ
同
シ
）
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
難
居
此
外
ニ
出
テ
、
既
ニ
存
ス
ル
契
約
ヲ
一
方
ノ
随
意
ヲ

以
テ
費
換
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
故
ニ
既
ニ
完
全
ナ
ル
矯
替
ノ
文
面
ニ
加
フ
ル
ノ
記
入
ハ
詐
偽
ヲ
以
テ
論
ス
ヘ
キ
ナ
リ
（
「
ト
エ
ル
」
氏
為
替

法
論
第
舟
四
候
末
段
）
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若
シ
信
用
ヲ
濫
用
シ
白
地
矯
替
ニ
詐
偽
ノ
填
記
ヲ
潟
、
ン
以
テ
振
出
人
或
ハ
引
受
人
ニ
損
害
ヲ
加
ヘ
ル
者
ハ
第
七
百
十
候
ニ
循
ヒ
（
悪
意
ナ

キ
所
持
人
ハ
除
ク
）
振
出
人
或
ハ
引
受
人
ヨ
リ
矯
替
引
渡
ノ
要
求
ニ
遇
フ
ヘ
ク
又
紛
失
シ
タ
ル
白
地
矯
替
ハ
無
効
贋
告
ヲ
以
テ
之
ヲ
無
効
ニ

付
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
ナ
リ
」

494 

（叩）

閉
そ
の
後
、
こ
の
『
商
法
草
案
』
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
O
）
年
三
月
二
七
日
に
裁
可
さ
れ
、
同
年
四
月
二
六
日
に
法
律
第

三
二
号
と
し
て
公
布
さ
れ
て
い
る
が
、
「
旧
商
法
」
と
し
て
公
布
さ
れ
た
時
点
で
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
跡
形
も
な
く
削
除

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
府
に
よ
る
修
正
後
の
『
商
法
草
案
』
に
お
け
る
手
形
・
小
切
手
の
条
文
は
、
第
六
九
九
条
か
ら

第
八
二
三
条
ま
で
の
全
一
二
五
条
で
あ
り
、
上
記
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
そ
の
第
七
二
一
条
に
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
存

在
し
て
い
た
。
他
方
、
「
旧
商
法
」
に
お
け
る
手
形
・
小
切
手
の
条
文
も
、
同
じ
く
第
六
九
九
条
か
ら
第
八
二
三
条
ま
で
の
全
一
二

五
条
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
詳
し
く
説
明
す
れ
ば
、
満
期
に
関
す

る
『
商
法
草
案
」
第
七
一
九
条
の
第
一
文
と
第
二
文
に
相
当
す
る
規
定
が
、
「
旧
商
法
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
七
一
九
条
と
第
七
二

O
条
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
他
所
払
為
替
手
形
に
関
す
る
『
商
法
草
案
」
第
七
二

O
条
が
、
「
旧
商
法
」
で
は
、
そ
の
条

（剖）

数
が
変
更
さ
れ
、
第
七
二
一
条
に
繰
り
下
げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
修
正
を
経
て
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
、
旧
商
法
か
ら
跡
形
も
な
く
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

本
章
で
は
、
旧
商
法
（
明
治
二
三
年
）
の
制
定
過
程
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
立
法
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
同
法
に
よ
っ
て

白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
過
程
を
検
討
し
て
き
た
。
法
律
取
調
委
員
会
に
よ
る
審
議
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
元
老
院

通
過
後
に
政
府
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
「
商
法
草
案
』
ま
で
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

‘、・・・・4，， 

括



る
で
あ
ろ
う
。

か
る
。
そ
の
後
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
、
旧
商
法
と
し
て
公
布
さ
れ
る
ま
で
の
聞
に
削
除
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

商法典の編纂と白地手形規定

（
お
）
高
田
・
前
掲
（
5
）
二
四
頁
、
三
枝
一
雄
・
明
治
商
法
の
成
立
と
変
遷
（
三
省
堂
、
平
成
四
年
）
五
O
頁
、
六
九
頁
。

（
拘
）
一
一
一
枝
・
前
掲
（
お
）
五
O
頁
、
六
九
頁
、
伊
東
・
前
掲
（
4
）二

O
七
頁
、
志
田
紳
太
郎
・
日
本
商
法
典
の
編
纂
と
其
改
正
（
明
治
大
学

出
版
部
、
昭
和
八
年
（
新
青
出
版
、
平
成
七
年
復
刻
）
）
二
六
貰
、
法
規
分
類
大
全
第
一
編
官
職
門
十
七
官
制
（
明
治
二
四
年
）
四
一
二

頁。
（
伺
）
伊
東
・
前
掲
（
4
）二
O
七
頁
、
小
沢
隆
司
「
日
本
商
法
典
の
誕
生
」
法
律
時
報
七
一
巻
七
号
（
平
成
一
一
年
）
八
頁
。

（
引
）
寡
見
誠
良
・
日
本
信
用
機
構
の
確
立
（
有
斐
閣
、
平
成
三
年
）
七
O
頁
以
下
、
福
島
正
夫
・
日
本
資
本
主
義
の
発
達
と
私
法
（
東
京

大
学
出
版
会
、
昭
和
六
三
年
）
三
二
頁
以
下
、
三
枝
・
前
掲
（
ぬ
）
五
四
頁
以
下
、
伊
東
・
前
掲
（
4
）二
O
七
頁
以
下
、
高
倉
史
人
「
商
法

典
の
成
立
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
五
五
号
（
有
斐
閣
、
平
成
一
一
年
）
七
頁
、
「
第
三
百
五
十
二
抗
議
案
矯
替
法
〔
矯
替
手
形
約
束
手
形
条

例
〕
」
明
治
法
制
経
済
史
研
究
所
編
・
元
老
院
会
議
筆
記
前
期
第
十
三
巻
（
元
老
院
会
議
筆
記
刊
行
会
、
昭
和
四
二
年
）
八
八
七
頁
以
下
。

（
位
）
こ
の
点
は
、
日
本
銀
行
条
例
が
同
行
の
業
務
の
一
つ
と
し
て
手
形
の
再
割
引
を
定
め
た
こ
と
と
の
関
係
で
（
参
照
・
後
掲
（
W
））、

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
を
大
幅
に
縮
小
・
簡
略
化
し
て
、
応
急
的
に
「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
」
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

（
必
）
高
田
・
前
掲
（
5
）
二
五
頁
、
三
枝
・
前
掲
（
お
）
五
一
頁
、
伊
東
・
前
掲
（
4
）二
O
八
頁
、
志
田
・
前
掲
（
却
）
二
七
頁
以
下
、
法
規
分

類
大
全
・
前
掲
（
ぬ
）
四
一
三
頁
以
下
。

（
仏
）
三
枝
・
前
掲
（
お
）
五
一
頁
、
伊
東
・
前
掲
（
4
）二
O
九
頁
、
志
田
・
前
掲
（
却
）
二
人
頁
、
法
規
分
類
大
全
・
前
掲
（
鈎
）
四
一
五
頁
。

（
必
）
三
枝
・
前
掲
（
お
）
五
一
頁
、
伊
東
・
前
掲
（
4
）二
O
九
頁
、
志
田
・
前
掲
（
ぬ
）
二
九
頁
、
法
規
分
類
大
全
・
前
掲
（
ぬ
）
四
一
五
頁
以

下。
（必）

（訂）

三
枝
・
前
掲
（
お
）
五
一
頁
、
高
田
・
前
掲
（
5
）
二
五
頁
。

三
枝
・
前
掲
（
お
）
五
二
頁
。
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（
必
）
三
枝
・
前
掲
（
お
）
五
一
頁
。

（
却
）
伊
東
・
前
掲
（
4
Y
二
O
頁
、
三
枝
・
前
掲
（
お
）
五
二
頁
、
高
田
・
前
掲
（
5
）
二
五
頁
。

（
印
）
伊
東
・
前
掲
（
4
Y
二
O
頁
、
三
枝
・
前
掲
（
却
）
五
二
頁
、
志
田
・
前
掲
（
鈎
）
二
九
頁
、
法
規
分
類
大
全
・
前
掲
（
ぬ
）
四
一
六
頁
以

下。
（
日
）
高
倉
・
前
掲
（
引
）
八
頁
、
伊
東
・
前
掲
（
4
Y
二
O
頁
、
三
枝
・
前
掲
（
お
）
七
五
頁
、
七
九
頁
、
志
田
・
前
掲
（
ぬ
）
二
九
頁
、
法
規

分
類
大
全
・
前
掲
（
ぬ
）
四
一
八
頁
。

（
回
）
法
律
取
調
委
員
会
略
則
に
つ
い
て
は
、
参
照
・
大
久
保
泰
甫
H
高
橋
良
彰
・
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
民
法
典
の
編
纂
（
雄
松
堂
、
平
成
二

年
）
一
四
六
頁
以
下
、
志
田
・
前
掲
（
ぬ
）
四
O
頁
〔
註
勾
〕
、
法
規
分
類
大
全
・
前
掲
（
ぬ
）
四
二

O
頁
以
下
。

（
日
）
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
参
照
・
大
久
保
H
高
橋
・
前
掲
（
臼
）
一
四
七
頁
以
下
、
一
五
六
頁
以
下
、
志
田
・
前
掲
（
ぬ
）
四

二
頁
以
下
、
法
規
分
類
大
全
・
前
掲
（
ぬ
）
四
一
九
頁
以
下
。

（
国
）
高
倉
・
前
掲
（
4
）
八
頁
。

（
日
）
高
倉
・
前
掲
（
引
）
八
頁
。

（
日
）
伊
東
・
前
掲
（
4
）
一
一
一
一
一
頁
、
一
二
枝
・
前
掲
（
お
）
七
四
頁
、
志
田
・
前
掲
（
ぬ
）
四
四
頁
〔
註
お
〕
。

（
訂
）
商
法
典
論
争
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
三
枝
・
前
掲
（
お
）
八
三
頁
以
下
、
同
「
新
商
法
」
近
代
企
業
法
の
形
成
と
展
開
・
奥
島

孝
康
教
授
還
暦
記
念
第
二
巻
（
成
文
堂
、
平
成
一
一
年
）
一
二
五
頁
以
下
、
高
倉
・
前
掲
（
但
）
八
頁
以
下
。

（
回
）
「
第
一
讃
曾
第
五
十
四
回
明
治
十
九
年
十
月
十
五
日
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
日
本
近
代
立
法
叢
書
げ
）
（
商

事
法
務
研
究
会
、
昭
和
六
O
年
）
第
四
綴
「
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
第
一
讃
曾
曾
議
筆
記
」
一
六
七
頁
。

（
印
）
前
掲
（
鴎
）
一
六
七
頁
。

（
ω）
「
第
二
讃
曾
第
二
十
四
回
明
治
二
十
年
四
月
七
日
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
日
本
近
代
立
法
叢
書
口
）
（
商
事

法
務
研
究
会
、
昭
和
六
O
年
）
第
五
綴
「
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
第
二
讃
曾
曾
議
筆
記
」
九
八
頁
。

（
臼
）
前
掲
（

ω）
九
八
頁
。

（
位
）
「
商
法
草
案
議
事
速
記
第
五
十
回
明
治
二
十
一
年
四
月
十
一
日
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
日
本
近
代
立
法
叢
書

問
）
（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
六
O
年
）
第
一
綴
「
法
律
取
調
委
員
曾
商
法
草
案
議
事
速
記
」
七
七
二
頁
。
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（
臼
）
前
掲
（
臼
）
七
七
二
頁
。

（
併
）
「
商
法
再
調
査
案
議
事
速
記
録
第
九
回
明
治
二
十
一
年
十
月
三
十
日
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
日
本
近
代
立
法

叢
書
印
）
（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
六
O
年
）
第
三
綴
「
商
法
再
調
査
案
議
事
速
記
録
」
九
七
頁
。

（
侃
）
こ
の
『
商
法
再
調
査
案
』
（
阿
国
品
8
2
a
l
H）
は
、
法
務
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
法
務
図
書
館
書
所
蔵
・
貴
重
書
目
録
（
和

書
）
（
法
務
図
書
館
、
昭
和
四
八
年
）
四
八
頁
）
。
な
お
、
こ
の
『
商
法
再
調
査
案
』
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
閲

覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
ω）
前
掲
（
似
）
九
七
頁
。

（
釘
）
商
法
再
調
査
案
第
七
百
二
十
五
僚

「
矯
替
手
形
ノ
手
形
受
取
人
及
其
後
ノ
所
持
人
ハ
若
シ
其
手
形
ニ
明
記
セ
サ
ル
芹
ハ
裏
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
他
人
ニ
移
轄
ス
ル

1
ヲ
得
」

（
侃
）
前
掲
（
臼
）
九
七
頁
。

（
ω）
前
掲
（
似
）
九
七
頁
。

（
初
）
商
法
再
調
査
案
第
七
百
二
十
六
候

「
裏
書
ニ
ハ
其
日
附
、
場
所
、
裏
書
譲
渡
人
ノ
署
名
、
捺
印
及
ヒ
裏
書
譲
受
人
ノ
氏
名
ア
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
然
レ
怪
白
地
ニ
テ
モ
裏
書
譲

渡
ヲ
矯
ス

1
ヲ
得
」

（
η
）
前
掲
（
臼
）
九
七
頁
以
下
。

（
η
）
前
掲
（
邸
）
九
八
頁
。

（
η
）
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
は
、
参
照
・
大
久
保
H
高
橋
・
前
掲
（
臼
）
三
九
七
頁
以
下
。

（
九
）
「
法
律
取
調
委
員
会
商
法
草
案
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
日
本
近
代
立
法
叢
書
幻
）
（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭

和
六
O
年
）
第
四
綴
六
O
頁。

（
布
）
「
第
六
百
九
十
五
披
議
案
商
法
明
治
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日
検
鵡
曾
」
日
本
銀
行
調
査
局
編
集
・
日
本
金
融
史
資
料
明
治

大
正
編
第
二
ニ
巻
元
老
院
会
議
筆
記
中
金
融
資
料
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
三
四
年
）
一
一
三
九
頁
。

昨
二
十
二
年
六
月
八
日
議
定
上
奏
相
成
候
商
法
更
ニ
修
正
ヲ
加
ヘ
便
宜
公
布
ノ
後
其
院
検
視
ニ
付
ス

明
治
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日
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元
老
院
議
長
伯
爵
柳
原
前
光
殿

（
祁
）
こ
の
『
商
法
草
案
』
（
阿
国
品
。
。
∞
忌
l
H
）
は
、
法
務
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
法
務
図
書
館
書
所
蔵
・
貴
重
書
目
録
（
和
書
）
・

前
掲
（
日
）
四
七
頁
）
。
な
お
、
こ
の
「
商
法
草
案
」
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
竹
）
こ
の
『
商
法
理
白
書
第
一
｜
五
巻
』
（
阿
国
品
g
m立
l
H
）
は
、
法
務
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
法
務
図
書
館
書
所
蔵
・
貴
重
書

目
録
（
和
書
）
・
前
掲
（
日
）
四
七
頁
）
。
な
お
、
こ
の
『
商
法
理
白
書
第
一
｜
五
巻
』
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
沌
）
参
照
・
ロ
ェ
ス
レ
ル
氏
起
草
・
商
法
草
案
下
巻
・
前
掲
（
9
）三
O
六
頁
以
下
。

（
乃
）
参
照
・
前
掲
（
祁
）
。

（
初
）
ま
ず
、
元
老
院
通
過
後
に
政
府
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
『
商
法
草
案
』
（
前
掲
（
苅
）
）
の
条
文
を
引
用
す
る
。

商
法
草
案
第
七
百
十
九
候

「
満
期
日
ハ
定
マ
リ
タ
ル
日
又
ハ
日
附
ノ
後
定
マ
リ
タ
ル
期
間
又
ハ
一
貫
ノ
時
又
ハ
一
覚
後
定
マ
リ
タ
ル
期
間
ニ
於
テ
ノ
ミ
之
ヲ
定
ム

ル
1
ヲ
得
満
期
ヲ
記
載
セ
サ
ル
芹
ハ
矯
替
手
形
ハ
一
覧
ノ
時
ニ
満
期
ト
矯
ル
」

商
法
草
案
第
七
百
二
十
僚

「
支
挽
人
ノ
住
地
又
ハ
其
他
ノ
地
〔
他
所
梯
矯
替
手
形
〕
ハ
支
挽
地
ト
シ
テ
之
ヲ
記
載
ス
ル
ー
ヲ
得
他
ノ
地
ヲ
記
載
シ
タ
ル
場
合
ニ
在

テ
矯
替
手
形
ニ
支
梯
ノ
矯
メ
他
人
〔
他
所
梯
人
〕
ヲ
明
記
セ
サ
ル
芹
ハ
支
梯
人
ハ
其
記
載
シ
タ
ル
地
ニ
於
テ
支
挽
ヲ
矯
ス

1
ヲ
要
ス
」

商
法
草
案
第
七
百
二
十
一
線

「
矯
替
手
形
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
ハ
善
意
ヲ
以
テ
填
記
ス
ル
ー
ヲ
得
」

商
法
草
案
第
七
百
二
十
二
候

「
矯
替
手
形
ノ
受
取
人
及
ヒ
其
後
ノ
各
所
持
人
ハ
若
シ
其
手
形
ニ
反
封
ヲ
明
記
セ
サ
ル
芹
ハ
裏
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
他
人
ニ
韓
付
ス
ル
ー
ヲ

得」
続
い
て
、
明
治
二
三
年
四
月
二
六
日
に
公
布
さ
れ
た
「
旧
商
法
」
の
条
文
を
引
用
す
る
。



旧
商
法
第
七
百
十
九
篠

「
満
期
日
ハ
定
マ
リ
タ
ル
日
又
ハ
日
附
ノ
後
定
マ
リ
タ
ル
期
間
又
ハ
一
貫
ノ
時
又
ハ
一
覚
後
定
マ
リ
タ
ル
期
間
ニ
於
テ
ノ
ミ
之
ヲ
定
ム

ル
コ
ト
ヲ
得
」旧

商
法
第
七
百
二
十
僚

「
矯
替
手
形
ニ
満
期
ヲ
記
載
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
手
形
ハ
一
覧
ノ
時
ニ
満
期
ト
矯
ル
」

旧
商
法
第
七
百
二
十
一
候

「
支
挽
人
ノ
住
地
又
ハ
其
他
ノ
地
〔
他
所
挽
矯
替
手
形
〕
ハ
支
梯
地
ト
シ
テ
之
ヲ
記
載
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
他
ノ
地
ヲ
記
載
シ
タ
ル
場
合
ニ

在
テ
潟
替
手
形
ニ
支
梯
ノ
矯
メ
他
人
〔
他
所
挽
人
〕
ヲ
明
記
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
支
梯
人
ハ
其
記
載
シ
タ
ル
地
ニ
於
テ
支
挽
ヲ
矯
ス
コ
ト
ヲ
要

ス」

旧
商
法
第
七
百
二
十
二
候

「
矯
替
手
形
ノ
受
取
人
及
ヒ
其
後
ノ
各
所
持
人
ハ
若
シ
其
手
形
ニ
反
封
ヲ
明
記
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
裏
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
他
人
ニ
韓
付
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
」

四

白
地
手
形
規
定
が
削
除
さ
れ
た
経
緯

商法典の編纂と白地手形規定

前
章
で
は
、
旧
商
法
（
明
治
二
三
年
）
の
制
定
過
程
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
立
法
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
同
法
に
よ
っ
て

白
地
手
形
規
定
が
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
、
白
地
手
形
規
定
が
削
除
さ
れ
た
時
期
を
さ
ら
に
詳

し
く
検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
削
除
の
理
由
を
探
る
こ
と
に
し
よ
う
。

( 1) fー）

白
地
手
形
規
定
の
削
除
時
期

白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
有
力
な
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
、
本
稿
で
も
し
ば
し
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（剖）

ば
引
用
さ
れ
て
い
る
論
文
・
伊
東
す
み
子
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、
白
地
手
形
規
定
の
削
除

と
の
関
係
で
は
、
以
下
の
記
述
が
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、

500 

「
と
も
あ
れ
商
法
草
案
の
審
議
は
他
の
諸
法
に
先
駆
け
て
進
捗
し
、
明
治
一
二
年
五
月
二
日
に
は
先
に
完
成
し
た
商
法
第
一
編
総
則
第
一

章
よ
り
第
六
章
ま
で
を
内
閣
総
理
大
臣
に
上
呈
、
元
老
院
に
付
議
せ
ら
れ
、
翌
一
一
一
一
年
一
月
二
四
日
に
は
第
七
章
以
下
全
部
を
上
呈
同
日
元

老
院
に
付
議
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
元
老
院
、
逓
信
省
管
船
局
、
大
蔵
省
銀
行
局
等
の
意
見
に
よ
っ
て
修
正
を
加
え
、
同
年
六
月
七
日
元
老

院
で
可
決
、
翌
二
三
年
三
月
二
七
日
裁
可
、
四
月
二
七
日
法
律
第
三
二
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、
翌
二
四
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
施
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
」
（
傍
線
｜
｜
筆
者
）

後
述
す
る
よ
う
に
、
右
の
引
用
文
の
う
ち
、
商
法
草
案
の
修
正
時
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
正
確
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ

れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
引
用
文
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
年
）
年
六
月
七
日
の
元
老
院
に
よ
る
商
法
草
案
の
可

決
に
前
後
し
て
、
①
元
老
院
、
②
逓
信
省
管
船
局
、
③
大
蔵
省
銀
行
局
の
意
見
に
よ
っ
て
商
法
草
案
の
修
正
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

川
さ
ら
に
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
「
編
纂
沿
草
」
と
い
う
資
料
が
あ
る
。
筆
者
が
参
照
し
た
の
が
法
政
大
学
図
書

（

位

）

（

回

）

館
所
蔵
・
梅
謙
次
郎
文
書
の
一
つ
「
編
纂
沿
革
」
で
あ
り
、
そ
の
中
に
「
奮
商
法
編
纂
沿
革
」
と
い
う
資
料
が
存
在
す
る
。
商
法
草

（倒）

案
の
修
正
と
の
関
係
で
は
、
次
の
三
つ
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
、
①
「
元
老
院
の
意
見
に
よ
る
修
正
」
に
つ
い
て
、
「
奮
商
法
編
纂
沿
革
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

商
法
草
按
中
元
老
院
議
官
ノ
意
見
モ
有
之
別
冊
之
通
修
正
致
候
ニ
付
其
旨
至
急
元
老
院
ヘ
御
達
相
成
候
様
致
度
此
段
具
申
候
也



明
治
二
十
二
年
五
月
十
七
日

委
員
長

内
閣
総
理
大
臣
宛

こ
の
元
老
院
議
官
の
意
見
に
よ
る
修
正
が
「
法
律
取
調
委
員
会
商
法
ニ
閥
ス
ル
書
類
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
「
商
法
草
案

（邸）

修
正
抜
書
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
元
老
院
通
過
後
に
政
府
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
「
商
法
草
案
』
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
商
法
修
正
抜
書
」
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
ず
に
維
持
さ
れ
て
お
り
、
元

老
院
議
官
の
意
見
に
よ
る
修
正
は
、
商
法
草
案
が
元
老
院
を
通
過
す
る
以
前
の
修
正
で
あ
る
か
ら
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
の
削

除
と
関
係
が
な
い
。

続
い
て
、
②
「
逓
信
省
管
船
局
の
意
見
に
よ
る
修
正
」
に
つ
い
て
、
「
奮
商
法
編
纂
沿
革
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
存
在
す

る。

商法典の編纂と白地手形規定

商
法
草
按
中
逓
信
省
管
船
局
主
管
之
件
ニ
関
係
之
儀
ニ
付
同
省
ト
協
議
相
整
候
間
同
案
中
別
紙
之
通
リ
修
正
相
成
候
様
致
度
且
右
之
修
正

ハ
内
閣
之
修
正
ト
シ
テ
同
案
ニ
加
ヘ
ラ
レ
同
法
畿
布
之
後
元
老
院
之
検
視
ニ
附
セ
ラ
レ
候
様
致
度
此
段
具
申
候
也

明
治
二
十
二
年
七
月
十
八
日

委
員
長

内
閣
総
理
大
臣
宛

こ
の
修
正
が
元
老
院
通
過
後
に
行
な
わ
れ
た
「
逓
信
省
管
船
局
主
管
の
件
に
つ
い
て
の
修
正
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
第
一

501 



法学研究82巻 12号（2009:12) 

編
第
一
章
「
商
事
及
ヒ
商
人
」
、
第
六
章
「
商
事
会
社
及
ヒ
其
共
算
商
業
組
合
」
、
第
二
編
「
海
商
」
の
規
定
を
中
心
に
、
全
四
六
ケ

（槌）

条
に
つ
い
て
大
幅
な
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
修
正
に
よ
り
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
形
跡
は

（却）

見
ら
れ
な
い
。

502 

以
上
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
修
正
に
よ
っ
て
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
と
、
最
後
に
残

る
の
が
、
③
「
大
蔵
省
銀
行
局
の
意
見
に
よ
る
修
正
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
奮
商
法
編
纂
沿
革
」
に
は
、
次
の
よ
う
な

記
述
が
存
在
す
る
。

商
法
草
按
中
為
替
讃
券
引
出
切
手
等
ニ
関
ス
ル
候
項
ハ
嘗
省
所
管
ノ
銀
行
事
業
ト
親
密
ノ
関
係
ヲ
有
シ
候
慮
候
文
ノ
意
義
判
然
致
サ
、
ル

廉
又
ハ
賓
際
不
便
ニ
相
見
ヘ
候
点
モ
有
之
候
ニ
付
右
質
問
且
御
打
合
為
致
候
為
メ
銀
行
局
長
田
尻
稲
次
郎
御
省
ヘ
差
出
度
候
間
可
然
御
承
允

之
上
同
人
御
引
合
セ
致
ス
可
キ
人
名
御
面
示
相
成
度
此
段
御
依
頼
申
進
候
也

明
治
二
十
三
年
三
月
十
八
日

大
戴
大
臣
伯
爵
松
方
正
義

司
法
大
臣
伯
爵
山
田
顕
義
殿

商
法
草
案
中
御
打
合
相
成
度
義
ニ
付
銀
行
局
長
御
差
出
可
相
成
趣
領
承
致
候
右
ニ
付
法
律
取
調
報
告
委
員
本
尾
敬
三
郎
ヲ
御
引
合
可
致
候

間
御
領
承
相
成
度
此
段
及
御
答
候
也

明
治
二
十
三
年
三
月
廿
日

法
律
取
調
委
員
長
伯
爵
山
田
顕
義

大
蔵
大
臣
伯
爵
松
方
正
義
殿



右
の
引
用
文
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
商
法
草
案
が
裁
可
さ
れ
る
直
前
に
、
大
蔵
省
銀
行
局
長
・
田
尻
稲
次
郎
と
法
律
取
調
報
告
委

員
・
本
尾
敬
三
郎
と
の
間
で
、
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
何
ら
か
の
質
問
・
打
合
せ
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
た
だ
し
、
引
用
文
自
体
か
ら
は
、
大
蔵
省
銀
行
局
の
意
見
に
よ
っ
て
商
法
草
案
が
修
正
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
な
い
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
す
で
に
定
評
の
あ
る
文
献
に
よ
っ
て
「
大
蔵
省
銀
行
局
の
意
見
に
よ
っ
て
商
法
草
案
が

（
伺
）

修
正
さ
れ
た
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
上
記
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
元
老
院
議
官
、
逓
信
省
管
船
局
の
意
見
に
よ
る

商
法
草
案
の
修
正
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
大
蔵
省
銀
行
局
と
司
法
省
と
の
間
で
質

問
・
打
合
せ
が
実
施
さ
れ
た
後
に
公
布
さ
れ
た
旧
商
法
か
ら
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
跡
形
も
な
く
削
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
「
旧
商
法
公
布
ま
で
の
比
較
的
僅
か
な
聞
に
、
大
蔵
省
銀
行
局
の
意
見
に
よ
っ
て
商
法
草
案
が
修

正
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
」
と
い
う
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

白
地
手
形
規
定
の
削
除
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
推
断
を
下
し
て
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（司

商法典の編纂と白地手形規定

白
地
手
形
規
定
の
削
除
理
由

白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
の
削
除
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
推
断
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基

（担）

づ
い
て
、
白
地
手
形
規
定
の
削
除
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
公
式
の
資
料
を
欠
く
た
め
、
そ
の
理
由

は
定
か
で
は
な
い
が
、
以
下
で
は
、
当
時
の
手
形
取
引
の
状
況
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
理

由
を
探
っ
て
み
た
い
。

川
旧
幕
時
代
に
、
手
形
制
度
は
、
大
阪
・
江
戸
を
中
心
に
両
替
商
の
間
で
相
当
発
達
し
て
お
り
、
裏
書
制
度
は
な
か
っ
た
も
の

（位）

の
、
現
在
の
為
替
手
形
、
約
束
手
形
、
小
切
手
に
相
当
す
る
も
の
が
す
で
に
流
通
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
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年
五
月
、
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
丁
銀
・
豆
板
銀
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
両
替
商
は
支
払
能
力
を
失
い
相
次
い
で
破
産
し
、
こ
こ
に
お

（叩）

い
て
我
が
国
の
手
形
慣
習
法
は
に
わ
か
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
立
銀
行
条
例
は
、
第
八
八
条
に
お
い
て
、
持
参
入
払
の

（倒）

約
束
手
形
・
小
切
手
の
類
の
振
出
・
引
受
・
発
行
を
国
立
銀
行
以
外
の
も
の
に
禁
止
し
た
た
め
に
、
手
形
取
引
は
困
難
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
明
治
一
三
（
一
八
八
O
）
年
六
月
、
大
阪
商
法
会
議
所
は
、
府
下
の
商
業
の
振
起
を
計
る
手
段
と

（町）

し
て
、
手
形
の
流
通
を
開
く
こ
と
を
大
阪
府
知
事
に
申
請
し
た
。
他
方
、
東
京
で
も
、
国
立
第
一
銀
行
が
先
頭
に
立
っ
て
、
明
治
一

（鮪）

四
（
一
八
八
一
）
年
七
月
、
同
盟
銀
行
と
連
署
し
て
、
手
形
法
規
の
制
定
を
大
蔵
省
に
出
願
し
た
。
こ
う
し
た
経
済
界
の
要
望
に
基

づ
い
て
、
政
府
は
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
六
月
二
七
日
に
「
日
本
銀
行
条
例
」
を
制
定
し
、
同
行
の
業
務
の
一
つ
と
し
て
、

（肝）

手
形
の
再
割
引
を
定
め
た
。
か
く
し
て
、
手
形
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
緊
要
と
な
り
、
同
年
二
一
月
に
、
太
政
官
布
告
第
五
七
号
と

し
て
「
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
第
二
章
で
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
手
形
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
当
時
、
手
形
の
流
通
は
不
振
を
極
め
た
よ
う
で
あ
る
。

（鎚）

す
な
わ
ち
、
手
形
取
引
の
振
興
の
た
め
に
、
大
蔵
省
は
様
々
な
手
段
を
講
じ
、
銀
行
や
実
業
団
体
が
こ
れ
に
呼
応
・
協
力
し
た
に
も

（

伺

）

（

別

）

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
効
果
は
上
が
ら
ず
、
手
形
流
通
の
実
績
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
接
の
原
因
と
し
て
は
、
明
治
一

六
、
七
年
と
い
う
松
方
紙
幣
整
理
に
よ
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
谷
底
に
あ
っ
て
は
、
商
取
引
自
体
が
不
振
を
極
め
、
手
形
取
引
の
基

（肌）

礎
を
狭
め
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
明
治
二

O
年
以
降
の
好
状
期
に
は
、
手
形
の
流
通
も
次
第
に
発
展
し
て
き

た
が
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
封
建
体
制
の
覆
滅
に
際
し
、
貨
幣
制
度
改
革
と
商
品
流
通
ル

l
ト
の
変
化
に
よ
っ
て
、
旧
手
形
慣
行
が

（即）

廃
絶
し
た
跡
に
、
新
た
な
手
形
信
用
の
組
織
が
未
だ
興
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
は
、
現
金
取

（別）

引
に
代
わ
る
べ
き
信
用
の
基
礎
が
未
だ
再
建
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
手
形
取
引
の
実
情
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
旧
商
法
が
公
布
さ
れ
た
明
治
二
三
（
一
八
九
O
）
年
当
時
、
白
地
手
形
に
関

す
る
商
慣
習
は
未
だ
十
分
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
白
地
手
形
は
商
取
引
の
実
際
上
の
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必
要
性
に
基
づ
く
産
物
で
あ
る
が
、
ロ
ェ
ス
レ
ル
は
、
彼
の
商
法
草
案
の
作
成
に
当
た
り
、
我
が
国
の
商
慣
習
と
は
関
係
な
く
、
も

（胤）

つ
ば
ら
法
理
に
準
拠
し
、
各
国
の
立
法
・
経
済
を
参
酌
し
て
模
範
的
な
法
案
を
作
成
し
た
か
ら
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
を
設
け

る
こ
と
自
体
が
当
時
の
我
が
国
の
経
済
社
会
の
現
実
よ
り
も
先
行
し
過
ぎ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
一
般
論
と
し
て
は
、

（問）

白
地
手
形
に
関
す
る
商
慣
習
の
未
発
達
を
根
拠
と
し
て
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
(2）で

あ
ろ
っ

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
さ
ら
に
当
時
の
日
本
銀
行
に
よ
る
手
形
割
引
の
状
況
も
考
慮
さ
れ
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

商法典の編纂と白地手形規定

明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
三
月
、
時
の
大
蔵
大
臣
・
松
方
正
義
は
、
「
日
本
銀
行
創
立
ノ
議
」
お
よ
び
「
日
本
銀
行
創
立
旨
趣

（附）

ノ
説
明
」
を
太
政
官
に
提
出
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
同
年
六
月
二
七
日
に
、
日
本
銀
行
条
例
が
公
布
さ
れ
、
同
年
一

O
月
一

O
日、

日
本
銀
行
が
開
業
し
た
。
「
日
本
銀
行
創
立
旨
趣
ノ
説
明
」
の
中
で
、
松
方
は
「
中
央
銀
行
ノ
今
日
設
立
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
理
由
」

（即）

を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
「
日
本
銀
行
を
中
核
と
し
て
そ
の
傘
下
に
国
立
銀
行
を
配
置
し
て
全
国
的
な
銀
行
網
を
め
ぐ

ら
し
、
日
銀
と
国
立
銀
行
間
の
手
形
の
再
割
引
を
盛
ん
な
ら
し
め
て
国
立
銀
行
の
資
力
に
弾
力
性
を
与
え
、
さ
ら
に
強
大
な
中
央
銀

（瑚）

行
の
割
引
率
を
引
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
の
金
利
低
下
を
図
ろ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
銀
行
条
例
に
よ

れ
ば
、
日
銀
の
業
務
は
、
①
手
形
の
割
引
又
は
買
入
、
②
地
金
銀
の
売
買
、
③
金
銀
貨
或
は
地
金
銀
を
抵
当
と
す
る
貸
付
、
④
預
金

保
護
預
り
、
⑤
確
実
な
る
証
券
を
抵
当
と
す
る
当
座
勘
定
貸
、
⑥
定
期
貸
（
以
上
第
一
一
条
）
、
国
庫
金
取
扱
（
第
一
三
条
）
、
お
よ
び

免
換
券
発
行
（
第
一
四
条
）
で
あ
っ
た
。
他
方
、
第
一
二
条
で
は
、
「
不
動
産
及
銀
行
又
ハ
諸
会
社
ノ
株
券
ヲ
抵
当
ト
シ
テ
貸
金
ヲ

為
ス
コ
ト
」
、
「
本
銀
行
ノ
株
券
ニ
対
シ
テ
貸
金
ヲ
為
シ
又
ハ
株
券
ノ
買
戻
ヲ
為
ス
コ
ト
」
、
そ
の
他
工
業
に
関
す
る
こ
と
、
本
支
店

（瑚）

を
開
設
す
る
た
め
必
要
な
も
の
の
ほ
か
、
一
切
の
不
動
産
の
所
有
者
た
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
「
日
本
銀
行
は
、
商
業
銀
行
の
中
央
に
立
つ
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、
商
業
手
形
の
再
割
引



に
よ
る
民
間
金
融
の
円
滑
化
と
低
金
利
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
設
立
理
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
当
時
、
日
本
銀
行
が
実
際
に
割
り
引
く
手
形
の
中
身
は
、
い

（川）

わ
ゆ
る
「
融
通
手
形
」
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
東
京
経
済
雑
誌
（
二
五
三
号
（
明
治
一
八
年
二
月
二
一
日
発

（山）

免
）
）
は
、
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

法学研究82巻 12号（2009

「
該
銀
行
（
日
本
銀
行
｜
｜
筆
者
注
）
大
坂
支
店
に
於
て
低
小
の
歩
合
を
以
て
手
形
の
割
引
を
み
す
や
手
形
の
集
り
来
る
も
の
雲
の
如
く

而
し
て
其
手
形
を
見
る
に
多
く

n
所
謂
融
通
手
形
に
し
て
虞
正
の
取
引
に
出
て
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
割
引
を
求
む
る
者
多
く

n
日
本
銀
行

ピ
ル
、
オ
フ
、
ア
ツ
コ
ム
モ
デ
イ
シ
ヨ
ン

の
利
息
安
き
を
見
貨
幣
を
借
り
出
し
て
管
業
の
資
本
に
供
せ
ん

E
を
謀
り
即
ち
融
通
手
形
を
振
り
出
し
て
其
割
引
を
乞
る
な
り
」

当
時
の
我
が
国
で
は
、
日
本
銀
行
の
低
い
割
引
率
に
注
目
し
て
、
多
く
の
融
通
手
形
が
振
り
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ

に
対
し
て
、
本
来
の
意
味
で
の
商
業
手
形
は
あ
ま
り
流
通
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二

O
（
一
八
八
七
）
年

（山）

以
降
の
好
状
期
に
は
、
手
形
取
引
も
徐
々
に
発
展
し
て
き
た
が
、
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
当
時
、
商
業
手
形
の
不
振
は
依
然
と

（出）

し
て
続
い
て
お
り
、
日
本
銀
行
総
裁
・
富
田
織
之
助
は
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
手
形
の
用
は
金
融
の
上
に
取
て
限
り
あ
る
抵
賞
貸
借
の
法
に
優
る
千
高
音
な
ら
ざ
る
に
流
通
活
滋
な
ら
ず
手
形
確
賓
な
ら
ず
剰
へ
弊
風

増
長
し
て
効
用
ま
す
／
＼
薄
し
其
例
の
一
一
一
を
暴
ぐ
れ
ば
徒
ら
に
手
形
僚
例
の
外
形
を
寓
し
て
精
神
を
度
外
し
偶
に
行
は
る
E
も
の
も
借
金

讃
文
に
代
用
す
る
の
類
多
く
或
は
甲
が
手
形
を
作
り
て
乙
な
る
知
人
ユ
宛
て
其
賓
何
の
取
引
も
な
く
其
又
報
酬
に
は
乙
よ
り
甲
の
名
を
借
り

甚
し
き
は
振
出
す
も
の
は
社
長
振
出
さ
る
t
も
の
は
社
員
其
社
が
裏
書
を
書
く
に
至
れ
り
斯
く
不
良
の
手
形
な
れ
ば
割
引
期
日
の
仕
掛
も
名

有
て
賓
無
く
期
に
臨
む
と
き
は
重
ね
て
前
日
同
様
の
手
形
を
作
り
彼
れ
是
れ
交
換
す
る
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
ず
此
風
を
矯
正
す
る
の
任
は
日



本
全
園
の
首
府
に
し
て
金
融
社
曾
の
中
心
た
る
東
京
の
宜
し
く
負
ふ
べ
き
も
の
な
り
」

こ
の
よ
う
な
日
本
銀
行
総
裁
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
、
商
業
手
形
の
不
振
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
東
京
経
済

（山）

雑
誌
（
六
四
五
号
（
明
治
二
五
年
一

O
月
一
五
日
発
覚
）
）
は
、
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
松
方
伯
が
最
初
再
割
引
の
方
法
を
日
本
銀
行
に
行
は
し
め
た
る
は
、
全
く
手
形
の
通
用
を
奨
励
す
る
の
精
神
に
出
て
た
る
な
り
、
余
輩

は
其
精
神
に
同
意
す
る
も
の
な
り
、
我
経
済
雑
誌
も
亦
た
我
邦
に
手
形
を
流
通
す
る
互
に
閥
し
て
我
力
の
及
ば
ん
限
り
勧
奨
し
た
る

E
を
思

ふ
な
り
、
然
し
な
が
ら
我
商
業
組
織
の
改
良
せ
ざ
る
到
底
手
形
の
流
通
は
殻
達
す
べ
か
ら
ず
、
我
か
大
阪
、
神
戸
の
知
き
は
其
隆
盛
を
見
る

を
得
べ
し
、
其
他
内
地
の
機
場
の
如
き
も
我
印
税
規
則
の
改
正
あ
ら
は
其
発
達
を
見
る
を
得
べ
し
、
然
れ
ど
も
我
東
京
の
知
き
小
貰
商
業
に

て
は
其
発
達
を
期
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
近
時
手
形
の
流
通
大
に
東
京
に
発
達
し
た
り
と
云
ふ
、
賓
に
然
り
、
然
れ
ど
も
賓
は
貸
金
讃
文
の

費
形
に
過
ず
し
て
、
虞
の
手
形
に
あ
ら
ざ
る
も
の
亦
た
多
し
」

商法典の編纂と白地手形規定

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
大
阪
・
神
戸
で
は
、
手
形
取
引
の
隆
盛
を
見
た
と
は
い
え
、
本
来
の
意
味
で
の
商
業
手
形
と
呼
べ
る
も

の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
阪
商
業
会
議
所
が
明
治
三

O
（
一
八
九
七
）
年
頃
の
手
形

（出）

取
引
の
実
情
を
調
査
し
た
も
の
に
よ
れ
ば
、
手
形
取
引
は
数
量
的
に
増
大
し
て
も
、
内
容
上
は
真
実
の
商
取
引
を
反
映
し
な
い
不
健

（凶）

全
な
利
用
の
多
い
こ
と
が
痛
切
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
約
束
手
形
に
比
べ
て
為
替
手
形
は
少
な
く
、
総
手
形
数
の
二
二

%
、
印
税
額
で
は
一
一
%
に
す
ぎ
な
い
。
手
形
の
大
部
分
を
占
め
る
約
束
手
形
は
真
正
の
手
形
で
は
な
く
て
融
通
手
形
と
し
て
振
出

す
も
の
が
多
く
、
そ
の
割
合
は
前
者
二
に
対
し
、
後
者
八
で
あ
っ
た
。
こ
の
融
通
手
形
は
株
券
そ
の
他
の
担
保
品
を
添
え
信
用
を
増

（即）

大
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
手
形
裏
書
の
制
度
も
濫
用
さ
れ
、
手
形
信
用
増
加
の
目
的
で
手
形
取
引
と
は
何
ら
関
係
の
な
い
者
が
架
空
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（川）

の
裏
書
譲
渡
を
す
る
例
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
旧
商
法
が
公
布
さ
れ
た
明
治
二
三
（
一
八
九
O
）
年
当
時
、
日
本
銀
行
が
割
り
引
く
手
形
に
は
、

多
く
の
融
通
手
形
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
日
本
銀
行
に
よ
る
手
形
割
引
の
実
情
に
鑑

み
る
と
き
、
旧
商
法
が
白
地
手
形
の
有
効
性
を
明
文
の
規
定
を
も
っ
て
認
め
た
と
す
れ
ば
、
我
が
国
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
融
通
手

形
の
増
加
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な
る
手
形
取
引
の
発
展
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
想
像
に
難
く
な
い
で
あ
ろ

（川）う
。
こ
う
し
て
、
融
通
手
形
の
弊
害
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
健
全
な
る
手
形
取
引
の
発
展
に
導
く
た
め
に
、
金
融
政
策
的
な
観
点

か
ら
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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国

小

本
章
で
は
、
旧
商
法
（
明
治
二
三
年
）
に
よ
っ
て
白
地
手
形
規
定
が
削
除
さ
れ
た
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
削
除

の
理
由
を
探
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
白
地
手
形
規
定
が
削
除
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
省
銀
行
局
と
司
法
省
と
の
間
で
質
問
・

打
合
せ
の
実
施
が
決
ま
っ
た
明
治
二
三
（
一
八
九
O
）
年
三
月
二

O
日
か
ら
旧
商
法
が
公
布
さ
れ
た
同
年
四
月
二
六
日
ま
で
の
比
較

的
僅
か
な
聞
に
、
大
蔵
省
銀
行
局
の
意
見
に
よ
っ
て
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
と
推
断
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
白
地
手
形
規
定
の
削
除
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
未
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
白
地
手
形
に
関
す
る
商
慣

習
の
未
発
達
に
し
ろ
、
融
通
手
形
の
弊
害
の
是
正
に
し
ろ
、
我
が
国
に
お
け
る
手
形
取
引
の
未
発
達
が
決
定
的
で
あ
ろ
う
。
当
時
の

我
が
国
に
お
い
て
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
自
体
が
時
期
尚
早
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
「
白
地
手
形
の
法
的
効

力
は
将
来
の
商
慣
習
に
委
ね
る
」
と
い
う
意
味
で
、
旧
商
法
か
ら
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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商法典の編纂と白地手形規定

（
剖
）
伊
東
・
前
掲
（
5
Y
二
二
頁
。

（
位
）
「
編
纂
沿
革

S
E
E。
）
」
梅
謙
次
郎
研
究
会
編
・
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
梅
謙
次
郎
文
書
目
録
（
平
成
二
一
年
）
七
四
頁
。

（
お
）
「
奮
商
法
編
纂
沿
革
（
〉
印
m
h
Z
l
ω
）
」
前
掲
（
斜
）
七
四
頁
。
こ
の
「
奮
商
法
編
纂
沿
草
」
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
閲
覧
・
複
写
が
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
複
写
物
を
利
用
し
た
。

（
悦
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
奮
商
法
編
纂
沿
革
」
の
目
次
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

二
十
商
法
草
案
中
元
老
院
議
官
ノ
意
見
モ
有
之
ニ
付
修
正
シ
タ
ル
件

二
十
一
商
法
草
案
中
逓
信
省
管
船
局
主
管
ニ
属
ス
ル
賭
同
省
ト
協
議
整
ヒ
タ
ル
ニ
付
修
正
ノ
件

二
十
二
商
法
草
案
中
為
替
讃
券
引
出
切
手
等
ニ
関
ス
ル
候
項
ニ
付
質
問
及
打
合
ノ
件

そ
の
他
、
信
山
社
一
編
集
部
編
・
商
法
文
献
立
法
資
料
総
目
録
I

（
信
山
社
、
平
成
一
九
年
）
に
も
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
記
述
が
あ
る

（
同
書
二

O
八
頁
、
二
一
二
頁
、
二
二
二
頁
）
。

（
お
）
「
商
法
草
案
修
正
抜
書
」
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
日
本
近
代
立
法
叢
書
問
）
（
商
事
法
務
研
究
会
、
昭
和
六
O

年
）
第
一
綴
「
法
律
取
調
委
員
会
商
法
ニ
閥
ス
ル
書
類
」
七
六
頁
以
下
、
と
り
わ
け
八
一
頁
参
照
す
」
こ
で
は
、
白
地
手
形
に
関
す
る

規
定
は
第
七
一
二
条
で
あ
る
。
）
。
そ
れ
以
外
に
も
、
こ
の
修
正
は
「
商
法
ヲ
定
ム
・
其
一
三
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に
も
収
録
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
で
も
電
子

公
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
電
子
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
た
。

（
鉛
）
参
照
・
前
掲
（
苅
）
。
こ
の
時
の
修
正
に
つ
い
て
、
本
尾
敬
三
郎
内
閣
委
員
は
、
元
老
院
の
会
議
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
本
案
正
誤
ノ
箇
所
ハ
頗
ル
多
キ
モ
其
重
モ
ナ
ル
ハ
「
商
ヒ
」
ト
有
ル
ヲ
「
商
」
ノ
一
字
ニ
改
メ
「
此
法
律
」
ヲ

「
本
法
」
ト
改
メ
タ
ル
ノ
類
ニ
シ
テ
大
凡
ハ
文
字
ノ
改
鼠
ニ
関
シ
其
意
義
ニ
及
ヘ
ル
モ
ノ
ハ
誠
ニ
僅
少
ナ
リ
而
シ
テ
正
誤
ハ
其
一
一
一
ヲ
除

キ
徐
ハ
壷
ク
本
院
審
査
委
員
曾
ノ
意
見
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
又
ハ
内
閣
委
員
ヨ
リ
提
出
シ
テ
委
員
曾
ノ
協
賛
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ヲ
内
閣
ニ
於
テ
採

用
セ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
」
（
「
第
六
百
十
五
競
議
案
商
法
」
明
治
法
制
経
済
史
研
究
所
編
・
元
老
院
会
議
筆
記
後
期
第
三
十
四
巻
（
元
老
院

会
議
筆
記
刊
行
会
、
平
成
元
年
）
一
三
四
頁
以
下
）
。

（
抑
制
）
大
久
保
H
高
橋
・
前
掲
（
臼
）
三
九
八
頁
。
な
お
、
こ
の
時
の
修
正
に
つ
い
て
、
前
掲
（
お
）
「
奮
商
法
編
纂
沿
革
」
に
は
、
本
文
で
引

用
し
た
文
章
の
ほ
か
に
、
山
田
顕
義
委
員
長
か
ら
逓
信
大
臣
へ
宛
て
た
文
章
と
、
逓
信
大
臣
か
ら
山
田
顕
義
委
員
長
へ
宛
て
た
文
章
が
収

509 



法学研究82巻 12号（2009:12) 

録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

（
∞
∞
）
「
商
法
ヲ
定
ム
・
其
四
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
所
収
。
な
お
、
こ
の
資
料
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
立

公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
で
も
電
子
公
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
電
子
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
た
。

（
鈎
）
こ
の
修
正
に
よ
り
、
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
一
ヶ
条
が
修
正
さ
れ
て
お
り
、
拒
証
書
に
関
す
る
第
七

九
八
条
が
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
（
参
照
・
前
掲
（
∞
∞
）
「
商
法
ヲ
定
ム
・
其
四
」
所
収
）
。

第
七
百
九
十
八
篠
第
一
項
左
ノ
如
ク
修
正
ス

裁
判
所
ノ
役
員
又
ハ
公
護
人
ハ
其
作
リ
タ
ル
拒
証
書
ノ
全
文
ヲ
日
日
帳
簿
ニ
記
入
シ
且
被
拒
者
ノ
求
ニ
因
リ
テ
数
通
ニ
之
ヲ
作
ル
ノ
義

務
ア
リ

（
卯
）
伊
東
・
前
掲
（
4
Y
二
二
頁
。

（
引
）
白
地
手
形
規
定
の
削
除
に
関
連
す
る
資
料
は
、
前
掲
（
∞
∞
）
「
商
法
ヲ
定
ム
・
其
四
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
幻
）
福
島
・
前
掲
（
担
）
一
一
三
頁
以
下
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
・
商
事
慣
例
類
集
第
一
編
（
商
事
法
務
研
究
会
、
平
成

二
年
）
五
三
九
頁
以
下
、
菅
野
和
太
郎
「
我
園
に
於
け
る
手
形
流
通
に
就
き
て
（
上
）
」
経
済
史
研
究
四
五
号
（
昭
和
八
年
）
二

O
頁
以

下。
（mm
）
露
見
・
前
掲
（
引
）
二

O
頁
、
福
島
・
前
掲
（
4
）
三
三
頁
。

（
似
）
福
島
・
前
掲
（
位
）
三
三
頁
。
な
お
、
国
立
銀
行
条
例
八
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
（
明
治
財
政
史
第
二
二
巻
（
初
版
、

明
治
三
八
年
（
第
三
版
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
七
年
）
）
一
七
一
頁
）
。

国
立
銀
行
条
例
第
八
十
八
僚

「
此
僚
例
ヲ
遵
奉
シ
テ
創
立
シ
タ
ル
園
立
銀
行
ヲ
除
ク
ノ
外
何
人
又
ハ
何
曾
枇
ヲ
論
セ
ス
凡
テ
紙
幣
又
ハ
望
次
第
持
参
入
ヘ
仕
掛
フ
ヘ

キ
約
束
手
形
又
ハ
右
類
似
ノ
謹
書
其
他
政
府
後
行
ノ
貨
幣
同
様
ニ
流
通
ス
ヘ
キ
諸
手
形
又
ハ
切
手
ヲ
振
出
シ
其
引
受
ヲ
ナ
シ
之
ヲ
製
シ
之

ヲ
護
行
ス
ル
ヲ
禁
ス
若
シ
此
等
ノ
数
件
ヲ
犯
ス
者
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
何
人
ヲ
論
セ
ス
皆
園
法
ニ
従
テ
之
ヲ
罰
ス
ヘ
シ
」

（
侃
）
露
見
・
前
掲
（
引
）
五
一
頁
、
福
島
・
前
掲
（
但
）
三
三
頁
、
菅
野
和
太
郎
「
我
園
に
於
け
る
手
形
流
通
に
就
き
て
（
下
）
」
経
済
史
研

究
四
七
号
（
昭
和
八
年
）
二
六
頁
以
下
。

（
%
）
譲
見
・
前
掲
（
剖
）
五
八
頁
、
福
島
・
前
掲
（
引
）
三
三
頁
、
菅
野
・
前
掲
（
侃
）
二
九
頁
以
下
。
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（
貯
）
日
本
銀
行
条
例
第
十
一
線
日
本
銀
行
ノ
営
業
ハ
左
ノ
如
シ

第
一
政
府
護
行
ノ
手
形
矯
替
手
形
其
他
商
業
手
形
等
ノ
割
引
ヲ
ナ
シ
又
ハ
買
入
ヲ
ナ
ス
コ
ト

（
錦
）
詳
し
く
は
、
日
本
銀
行
百
年
史
第
一
巻
（
日
本
銀
行
、
昭
和
五
七
年
）
三
三
六
頁
以
下
。

（mm
）
詳
し
く
は
、
議
見
・
前
掲
（
但
）
一
五
八
頁
以
下
。

（
瑚
）
福
島
・
前
掲
（
担
）
三
四
頁
。
大
阪
・
東
京
を
中
心
す
る
当
時
の
手
形
取
引
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
参
照
・
譲
見
・
前
掲
（
位
）
一
八
三

頁。
（
肌
）
福
島
・
前
掲
（
但
）
三
四
頁
、
明
治
財
政
史
第
一
三
巻
・
前
掲
（
似
）
七
四
一
頁
、
七
四
二
頁
、
日
本
銀
行
百
年
史
第
一
巻
・
前
掲
（
悌
）

三
二
八
頁
。

（
問
）
福
島
・
前
掲
（
引
）
一
二
四
頁
。

（
問
）
福
島
・
前
掲
（
但
）
三
四
頁
、
霧
見
・
前
掲
（
剖
）
二
三
O
頁。

（
胤
）
参
照
・
前
掲
（
釘
）
。

（
邸
）
大
審
院
に
お
い
て
白
地
手
形
に
関
す
る
判
決
が
現
れ
始
め
た
の
が
明
治
三
十
年
代
の
後
半
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
大
判
明
治
三
八
年

一
月
一
二
日
民
録
一
一
輯
五
七
頁
、
大
判
明
治
三
八
年
七
月
八
日
民
録
一
一
輯
一
一
二
四
頁
、
大
判
明
治
四
O
年
五
月
二
九
日
民
録
一
三

輯
六
O
五
頁
）
、
こ
の
点
か
ら
も
当
時
の
白
地
手
形
の
商
慣
習
の
未
発
達
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
附
）
松
方
正
義
「
日
本
銀
行
創
立
ノ
議
」
日
本
銀
行
調
査
局
編
集
・
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
第
四
巻
大
蔵
省
旧
蔵
明
治
前
期

金
融
資
料
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
昭
和
三
四
年
）
九
九
O
頁
、
明
治
財
政
史
第
一
四
巻
（
初
版
、
明
治
三
八
年
（
三
版
、
吉
川
弘
文
館
、
昭

和
四
七
年
）
）
二
二
頁
以
下
、
吉
野
俊
彦
・
日
本
銀
行
改
革
史
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
三
七
年
）
二
六
頁
以
下
。

（
即
）
松
方
は
、
「
中
央
銀
行
ノ
今
日
設
立
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
理
由
」
と
し
て
、
「
第
一
金
融
ヲ
使
易
ニ
ス
ル
事
」
、
「
第
二
国
立
銀
行
諸
会

社
等
ノ
資
力
ヲ
拡
張
ス
ル
事
」
、
「
第
三
金
利
ヲ
低
減
ス
ル
事
」
、
「
第
四
中
央
銀
行
ヲ
設
立
シ
行
務
整
頓
ノ
日
ニ
至
テ
ハ
大
蔵
省
事
務
ノ

中
央
銀
行
ニ
託
シ
テ
弊
害
ナ
キ
モ
ノ
ハ
分
ツ
テ
之
ニ
付
ス
ル
事
」
、
「
第
五
外
国
手
形
割
引
ノ
事
」
と
い
う
五
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る

（
松
方
正
義
「
日
本
銀
行
創
立
旨
趣
ノ
説
明
」
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
第
四
巻
・
前
掲
（
問
）
九
九
一
頁
以
下
、
明
治
財
政
史
第

一
四
巻
・
前
掲
（
附
）
一
四
頁
以
下
、
吉
野
・
前
掲
（
附
）
三
O
頁
以
下
）
。

（
鵬
）
日
本
銀
行
の
設
立
に
関
す
る
理
由
の
う
ち
、
第
一
、
第
二
、
第
三
の
理
由
に
よ
っ
て
、
松
方
の
考
え
方
を
み
る
と
、
そ
れ
は
本
文
で
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12) 

述
べ
た
よ
う
な
も
の
と
な
ろ
う
。
参
照
・
加
藤
俊
彦
・
本
邦
銀
行
史
論
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
三
二
年
）
六
一
頁
、
同
「
銀
行
制

度
」
講
座
日
本
近
代
法
発
達
史
5

（
勤
草
書
房
、
昭
和
三
三
年
）
一
六
五
頁
。

（
ゆ
）
日
本
銀
行
条
例
の
条
文
に
つ
い
て
は
、
日
本
金
融
史
資
料
明
治
大
正
編
第
四
巻
・
前
掲
（
附
）
一

O
O
七
頁
以
下
、
明
治
財
政
史
第

一
四
巻
・
前
掲
（
胤
）
一
一
二
頁
以
下
。

（
川
）
石
井
寛
治
「
第
一
次
大
戦
前
の
日
本
銀
行
」
加
藤
俊
彦
編
・
日
本
金
融
論
の
史
的
研
究
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
八
年
）
一
一
一
八

頁
、
岡
橋
保
・
銀
行
巻
発
生
史
論
（
有
斐
閣
、
昭
和
四
四
年
）
二
九
六
頁
以
下
。

（
山
）
「
日
本
銀
行
の
手
形
割
引
を
論
す
」
東
京
経
済
雑
誌
二
五
三
号
（
明
治
一
八
年
）
一
二
二
頁
。

（
山
）
参
照
・
需
見
・
前
掲
（
引
）
一
八
三
頁
。

（
山
）
「
日
本
銀
行
線
裁
富
田
氏
の
口
述
」
東
京
経
済
雑
誌
四
七
二
号
（
明
治
二
二
年
）
六
九
九
頁
、
日
本
銀
行
百
年
史
第
一
巻
・
前
掲

（
悌
）
三
六
一
頁
。

（
山
）
「
日
本
銀
行
の
組
織
」
東
京
経
済
雑
誌
六
四
五
号
（
明
治
二
五
年
）
五
三
九
頁
。

（
山
）
大
阪
商
業
曾
議
所
・
商
業
手
形
畿
達
ニ
閥
ス
ル
調
査
（
明
治
二
六
年
頃
）
。
た
だ
し
、
こ
の
文
献
は
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
以
下
こ
の
段
落
の
記
述
は
、
福
島
正
夫
「
銀
行
史
上
の
日
本
私
法
」
私
法
一

O
号
（
昭
和
二
八
年
）
六
一
頁
に
依
拠
し

て
い
る
。

（
山
）
福
島
・
前
掲
（
出
）
六
一
頁
。

（
山
）
こ
れ
が
、
明
治
二
三
年
の
恐
慌
を
契
機
と
し
て
創
設
さ
れ
た
「
担
保
品
付
手
形
割
引
」
（
同
年
五
月
開
始
、
明
治
三

O
年
六
月
「
見

返
品
付
手
形
割
引
」
へ
移
行
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
史
第
一
巻
・
前
掲
（
悌
）
四
二
八
頁
以

下
）
。
恐
慌
の
救
済
策
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
銀
行
は
「
商
業
金
融
の
中
核
た
る
べ
き
」
と
い
う
設

立
理
念
か
ら
益
々
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
吉
野
・
前
掲
（
附
）
一
七
七
頁
）
。

（
山
）
福
島
・
前
掲
（
出
）
六
一
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
定
款
第
二
三
条
が
、
日
銀
が
割
り
引
く
商
業
手
形
に
対
し
て
、
原
則

と
し
て
、
資
産
確
実
な
者
二
名
以
上
に
よ
る
裏
書
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
と
大
い
に
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
日
本
銀
行
定
款
に

つ
い
て
は
、
参
照
・
明
治
財
政
史
第
十
四
巻
・
前
掲
（
附
）
四
五
頁
以
下
）
。

日
本
銀
行
定
款
第
二
十
三
候
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「
日
本
銀
行
ニ
於
テ
割
引
ヲ
矯
ス
商
業
手
形
ハ
線
テ
裏
書
ヲ
以
テ
授
受
ヲ
矯
シ
印
税
規
則
ニ
依
リ
テ
印
紙
ヲ
貼
シ
資
産
確
賓
ナ
ル
者
二
名

以
上
ノ
裏
書
ア
リ
テ
且
ツ
支
梯
期
限
ノ
百
日
以
内
ニ
在
ル
者
ニ
限
ル
可
シ
但
銀
行
線
会
ノ
決
議
ヲ
経
大
藤
卿
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
格
段
ノ
約

束
ア
ル
モ
ノ
ハ
一
人
ノ
裏
書
ニ
テ
モ
割
引
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」

（
川
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
高
根
義
人
・
手
形
法
綱
要
（
六
法
講
究
曾
、
明
治
二
六
年
）
一
二
五
頁
は
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
我
商
法
立
案
者
ハ
第
一
節
振
出
ノ
部
ニ
矯
替
手
形
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
悪
意
ナ
ク
之
ヲ
填
記
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
ト
ノ
一
候
ヲ

設
ケ
シ
ガ
、
我
商
法
確
定
文
ハ
一
切
白
地
振
出
ノ
候
ヲ
削
除
セ
リ
。
蓋
シ
我
日
本
ニ
於
テ
ハ
斯
ク
ノ
知
ク
シ
テ
振
出
ス
コ
ト
ハ
頗
ル
危
険

ナ
リ
ト
ノ
考
ヨ
リ
起
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
シ
カ
シ
余
ハ
署
名
ヲ
除
ク
ハ
他
ノ
要
件
ハ
白
地
ニ
テ
振
出
ス
コ
ト
ハ
便
宜
上
必
要
ナ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ

ク
又
大
ナ
ル
弊
害
ナ
キ
ヲ
信
ス
。
」

五

む
す
ぴ

本
稿
で
は
、
比
較
法
的
な
観
点
か
ら
、
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
」
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

立
法
資
料
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
「
旧
商
法
に
よ
り
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
経
緯
」
を
検
討
し
て
き
た
が
、
本
稿

を
通
じ
て
、
「
ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
に
お
け
る
白
地
手
形
規
定
の
特
徴
」
と
「
白
地
手
形
規
定
が
旧
商
法
か
ら
削
除
さ
れ
た
過
程
」

商法典の編纂と白地手形規定

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
以
上
の
検
討
の
成
果
を
要
約
す
る
こ
と
で
、
結
び
と
し
た
い
。

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
第
七
八
二
条
（
「
他
梯
矯
替
ハ
白
地
ニ
テ
之
ヲ
振
出
シ
所
持
人
悪
意
ナ
ク
之
ニ
填
記
ス
ル
ヲ
得
可
シ
」
）
は
、
白

地
手
形
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
法
の
内
容
に
対
応
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
あ
り
、
同
条
に
関
す
る
ロ
ェ
ス
レ
ル
の
解
説
は
、

そ
の
一
部
に
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
ド
イ
ツ
の
判
例
法
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
祖
述
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
後
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
の
審
議
は
、
法
律
取
調
委
員
会
に
よ
っ
て
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
問
委
員
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会
で
は
、
旧
商
法
典
に
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
審
議
を
進
め
て
お
り
、
元
老
院
通
過
後
に

政
府
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
「
商
法
草
案
」
に
お
い
て
も
、
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
維
持

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
白
地
手
形
規
定
の
削
除
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
旧
商
法
公
布
の
約
一
ヶ
月
前
に
、
大
蔵
省
銀
行
局
と

司
法
省
と
の
間
で
手
形
・
小
切
手
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
質
問
・
打
合
せ
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
白
地
手
形
に
関
す
る
規
定

が
削
除
さ
れ
た
」
と
推
断
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
白
地
手
形
規
定
の
削
除
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
未

だ
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
白
地
手
形
に
関
す
る
商
慣
習
の
未
発
達
に
し
ろ
、
融
通
手
形
の
弊
害
の
是
正
に
し
ろ
、
当
時
の
手
形
取

引
の
未
発
達
が
決
定
的
で
あ
ろ
う
。
「
白
地
手
形
の
法
的
効
力
は
将
来
の
商
慣
習
に
委
ね
る
」
と
い
う
意
味
で
、
旧
商
法
か
ら
白
地

手
形
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

や
が
て
、
白
地
手
形
の
法
的
効
力
は
、
新
商
法
（
明
治
三
二
年
）
第
四
編
「
手
形
」
の
時
代
に
、
判
例
・
学
説
を
通
じ
て
承
認
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
承
認
過
程
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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